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& ►タコ夕一装着車 



►タコ方ーター非装着車 



:車両型式などで異なる装備やオプション装備 
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知つておいていただをたいこと 


[本書の内容について 


本書はオプションを含むすべての装備の説明をしています。 

そのため、お客様のお車にはない装備の説明び記載されている場合びあります。 
また、車の仕様変更により、内容びお車と一致しない場合びありますのでご了承 
<ださい。 

トヨタ販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについて 
は、その商品に付属の取扱説明書をお読み<ださい。 

イラストは、記載している仕様などの違いにより、お客様のお車の装備と一致し 
ない場合びあ D ます。 


[違法改造について 


• トヨタび国±交通省に届け出をした部品し U がのちのを装着すると、違法改造 
になることびあります。 

•車高を下げたり、ワイドタイヤを装着するなど、車の性能や機能に適さない 
部品を装着すると、故障の原因になったり、事故を起こし、重大な傷害を受 
けるおそれびありを険です。 

• 八ンドルの改造は絶対にしないでください。八ンドルには SRS エアバッグび 
内蔵されているため、不適切に扱5と、正常に作動しなくなったり、誤って 
ご、くらみ、 重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあり 
ます。 


• なの場合はトヨタ販売店にご相談<ださい。 

-タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットの交換 

異なった種類や指定し U がのちのを使用すると、走行に悪影響をおよぼした 
り、違法改造になることびあります。 

-電装品-無線機などの取り付け、取りはずし 

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、故障や車両火災など事故につなび 
るおそれびありを険です。 

♦フロントガラス、および運転席.助手席のドアガラスに着色フィルム（含む 
透明フィルム）などを貼り付けないでください。視界をさまたげるばかりでな 
く、違法改造につなびるおそれびあります。 
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[運転についてのごを意 


他の車や歩行者など、周囲の状況に常にま意を仏い、安全運転をむびけて<だ 
さい。 

ミ酉気帯び運転は絶対しないで<ださい。おミ酉を飲むとま意力と判断力びにぶり、 
思いびけない事故を引を起こすおそれびあ D ます。また、眠気をちよおす薬を 
飲んだとさち運転を控えて<ださい。 

運転中に携帯電話を使用したり、装置の調節などをしないでください。周囲の 
状況などへのま意び不十分になり、大変を険です。八ンズフ U —し U がの自動車 
電話や携帯電話を運転中に使用することは法律で禁止されています。 


[お子さまを柔せるときは 


おモさまを車の中に残したままにしないでください。車内び高温になって熱射病 
や脱水症状になり、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

また、おテさまび車内の装置を操作し、ドアガラスなどに挟まれたり、ライター、 
発炎筒などでやけどしたり、運転装置を動かして、思いびけない事故により最悪 
の場合死 t につなびるおそれびありを険です。 

お車にお子さまを乗せる場合は、お子さまのま全を確なするためのま意事項や 
チャイルドシートの取り付けちなどをまとめた、 r チャイルドシートの取り付け」 
(一 P. 68) をお読みください。 


17 








[車両 データの 記録について 


お車には、車両の制御や操作に関するデータなどを記録するコンピューターび複 
数装備されており、主になのよ5なデータを記録します。 

-エンジン回転数 
-アクセルの操作状況 
-ブレーキの操作状況 
-車连 

-シフトポジション（マニュアルトランスミッション車を除く） 

グレード•オプション装備により記録されるデータ項目は異なります。なお、コ 
ンピューターは会話などの音声や映像は記録しません。 


• データの 取り扱いについて 


トヨタはコンピューターに記録されたデータを車両の故障診断' 研究開発' 品質 
の向上を目的に取得-利用することびあります。 

なお、なの場合を除を、トヨタは取得したデータを第=ちへ開示または提供する 
ことはありません。 


-お車の使用者の同意 （U —スまは借主の同意）びある場合 
-警察-裁判所-政府機関などの法的強制力のある要請に基づ<場合 
-統計的な処理を行ラ目的で、使用者や車両び特定されないよラに加工した 
データを研究機関などに提供する場合 


[保話および点検について 


な証および点検整備については、別冊「メンテナンスノート」に記載しています 
ので、併せてお読みください。 

曰常点検整備や定期点検整備は、お客様の責任において実施して<ださい。 
(法律で義務付けられています） 
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本書の中の表示について 


警告、ま意、知識について 


A 警告 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、生命のを険または、重大な 
傷害につなびるおそれびあります。お客様自身と周囲の人々へのを険を避けたり 
減少させたりするためおずお読みください。 


么ま意 


ここに記載されていることをお守りいただかないと、お車や装備品の故障や破損 
につなびるおそれや、正しい性能を確保でをない場合びあります。 


□知識 


機能の説明や操作方法の説明し U 外で巧っておいていただをたいこと、巧っておく 
と便利なことを説明しています。 


I イラスト内の表示について 

Q セーフテイーシンボル 

"してはいけません""このよラにしないでください’’"このよラなこと 
を起こさないでください"とい5意はを表しています。 

操作を示ず矢印 

巳>スイッチなどの操作（押す、まわすなど） 
をのしています。 

〇操作後の作動（フタび開くなど）を示して 
います。 
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お客様へ次のキーをお渡ししまず。 



n マスターキー 
曰スペアキー 
0キーナンバー 


曰知識 

■キーナンバー 

キーナンバーを手帳などにひかえておいて<ださい。万ーキーを紛失した場合、 
トヨタ販売店でキーナンパ'-から新しいキーび作製できます。 UP. 222) 


A ま意 

■キーの 巧げりなどを防ぐために 

キーに衝撃を与えたり、直射日光のあたる高温な場所にさらしたり、めらした 
りしないでください。 


吕2 



















2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ック①しかた 

ア（フロントドア、 U ヤドア） 


キー、ドア□ックスイッチを使って施錠•解綻できまず。 


■キ- 






n 施錠 
曰解綻 

バワーウインドウ （4 ドア）装着 
車は、すべてのドアび施錠-解錠 
されます。 


n 全ドア施錠 
曰全ドア解錠 


n 施綻 
0解錠 

運転席ドアは、 □ックレバーび 施 
錠側になっていてち、車内のドア 
レバーを 引くと開けられます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



































1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


(キーを使わずに外側か5フ□ント席ドアを砲綻ずるときは 

mmm ^ \ ドアの□ックレノ（一を施綻側にずる 
lilMTl ドア八ンドルを引いたままドアを閉める 


(チヤイルドプ□テクタ ー( リヤち側ドア) 



施綻側にずると、 U ヤ席ち側ドア 
び内側から開かな<なりまず。 

おモさまび内側から U ヤち側席ドア 
を開けないよラにでさます。 


□知識 


■チヤイルドプ□テクター使巧時のドアの開けち 

ドアを解錠して車外のドア八ンドルを引くと開をます。万一車内から開ける場 
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車外のドア八ンドルを引いてください。 
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A 警告 

■事故を 防ぐために 

運転中は;欠のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、思いもよらずドアび開を、重大な傷害におよぶか、最悪 
の場合死 t につなびるおそれびあります。 

参 シートベルトを必ず使巧する 
♦すべての ドアを施錠する 
♦すべての ドアを確実に閉める 

♦走行 中はドア内側のドア八ンドルを引かない 

ドアび開さ車外に放 D 出されたりして、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあります。 

特に、運転席はロックレバーび施錠側になっていてちドアび開<ため、ミ主意し 
て < ださい。 

♦お 子さまを U ヤち側席に柔せるとさは、チャイルドプロテクターを使用して 
車内からドアび開かないよラにする 

■ ドアを開閉ずるとをは 

傾斜地、ドアと壁などのあいだび狭い場所、強風など、周囲の状況を確認し、予 
期せめ動をにち対処でさるよラ、ドア八ンドルを確実に保持してドアを開閉し 
て < ださい。 


- 2 . ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ック①しかた 

トランク 


トランクオープナーやキーを使って開けることびできまず。 
■ 車内か5トランクを開けるには 


トランクオープナーを引いて卜 
ランクの□ックを解錠ずる 


■ 車外か5トランクを開けるには 


キーをまねしてトランクの□ッ 
クを解除ずる 


曰知識 


■ トランクライト 





トランクを開けたとさ、トランクライトが 
点灯します。 


エンジン停止中はトランクを長時間開けたままにしないでください。 
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A 警告 
■走行 中の警告 

♦走行 中はトランクを閉じてください。 

開けたまま走行すると、トランクび車外のちのにあたったり荷物び巧げ出され 
た0して、思わめ事故につなびるおそれびあ〇を険です。 

また、排気ガスび車内に侵入し、重大な健康障害や死 t につなびるおそれびあ 
りを険です。走行する前に必ずトランクび閉まっていることを確認してくださ 
い。 

♦走行 前にトランクび完全に閉まっていることを確認してください。トランクび 
完全に閉まっていないと、走行中にトランクび突然開を、思わめ事故につなび 
るおそれびありを険です。 

• トランク内には絶対に人を乗せないでください。急ブレーキ、急旋回をかけた 
とをや衝突したとをなどに、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなび 
るおそれびありを険です。 

■お テさまを柔せているとをは 

し U 下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあ D を険です。 

• トランクの中でお子さまを遊ばせないでください。 

誤って閉じ込められた場合、熱射病や窒息などを引を起こすおそれびありま 
す。 

♦お 子さまにはトランクの開閉操作をさせないでください。 

不意にトランク U ッドび作動したり、閉めるときに手、頭、首などを挟んだり 
するおそれびあります。 


- 2 . ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 
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1-2. ドア-トランクの開閉のしかた、□ックのしかた 


A 警告 

■ トランクの使用にあたって 

し i (下のことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、体を挟むなどして重大な傷害につなびるおそれびあり 
を険です。 

• トランクを開ける前に、トランク U ッド上の雪や氷などの重量物を取り除いて 
ください。開いたあとに重みでトランク1」ッドび突然閉じるおそれびありま 
す。 

• トランクを開閉するとをは、十分に周囲のま全を確かめてください。 

♦人び いるとをは、安全を確認し動かすことを知らせる「声かけ」をしてくださ 
い。 

♦強風 時の開閉には十分注意してください。 

トランク U ッドび風にあおられ、勢いよく開いたり閉じたりするおそれびあり 
ます。 

♦半開 状態で使用すると、トランク1」ッドび 
突然閉じて重大な傷害を受けるおそれび 
あります。特に傾斜地では、平坦な場所よ 
りちトランクの開閉びしにく <、急にトラ 
ンクび開いた〇閉じた0するおそれびあ 
ります。必ずトランクび全開で静止してい 
ることを確認して使用してください。 

• トランクを閉めるとさは、トランク1」ッド 
で指などを挟まないよラ十分ま意してく 
ださい。 

• トランクは必ず外からトランク1」ッド上 
面を軽く押して閉めてください。 


• トランク1」ッドにトヨタ純正品し U 外のアクセヴ1」一用品を取り付けないでく 
ださい。トランク1」ッドの重量び重くなると、開いたあとに突然閉じるおそれ 
びあ0ます。 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調整のしかた 

フロントシート 


□ 前後位置調整 
曰 U クライニング調整 
且シート全体の上下調整 
(運転席のみ） 

□ 腰部硬さ調整 
(運転席のみ） 


A 警告 

■シー ト調整について 

♦シートび 乗員や荷物にあたらないよラに注意してください。 

♦背ち たれは必要し i (上に倒さないで < ださい。 

事故のとさに体びシートベルトの下にちぐ0、腹部などに強い圧迫を受ける 
など生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 

♦シート 調整後はシートび確実に固定されていることを確認してください。 


A ま意 

■シー ト調舊について 

前後位置、1」クライニング調整は、レバーを上限まで引いたままの状態で行つ 
て<ださい。途中の位置で調整すると、かみ合い部分び摩耗し故障の原因とな 
ります。 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

ヘッドレスト（フロントシート） 



30 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 












□知識 


I へッドレストを取りはずずときは 




解除ボタンを押しなびら取りはずします。 


必ずへッドレストの中むび両耳のいちばん 
上のあたりになるよラ調整してください。 


A 警告 


I へッ ドレストについて 

なのことをお守り <ださい。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびる 
おそれびあります。 

♦へッ ドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する 
♦へッ ドレストを正しい位置に調整する 

♦へッ ドレスト調整後は、へッドレストを押し込んで確実に固定されていること 
を確認する 

♦へッ ドレストをはずしたまま走行しない 


-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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1-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 

シー トベルト 


ずべての乗員は、走行前に必ずシートベルトを正しく着用してくだ 
さい。 


■正しく着用するには 



BTO13AG015 


• 肩部べルトを肩に十分かける 
首にかかったり、肩からはずれな 
いよラにしてください。 

• 腰部べルトを必ず腰骨のでさ 
るだけ低い位置に密着させる 

• 背ちたれを調整し（フ□ント 
席のみ)、上体を起こし 、深く 
腰かけて座る 


• ねじれび無いよラにずる 


■着け方、はずしち 



n 固定 

"カチッ"と音びするまで挿し込み 
^ 〇 

曰解除 

解除ボタンを巧します。 


シートベルトの高さ調節（運転席) 


n // / 

B ク / 



/が 

/£ 

///// 



□ 下げる 
曰上げる 

"カチッ"と音びして固定されると 
ころまで動かして < ださい。 
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I シートベルトプリテンシヨナー（フ□ント席) 


前方から強い衝突を受けたとさ、 
シートベルトを引さ込むことで適 
切な乗員巧ま効果の確保に貢南犬し 
まず。 

前ちからの衝撃び弱いとをや、横やラ 
しろか5の衝撃のとをは作動しない 
場合びあります。 


□知識 


■緊急時シートベルト固定機構 

急停止や衝撃びあったとをベルトびロックされます。急に体を前に倒したり、 
ベルトをすばやく引を出してちロックする場合びあります。一度ベルトを強く 
引いてからゆるめ、ゆっくり動かせば、ベルトを引を出すことびでをます。 

■巧娠中の女性や疾患のあるちの場合 

医師にま意事項を確認の上、必ず正し < 着用 
してくださし、（一 P . 32) 

妊娠中の方ち、通常の着用のしかたと同じ 
よラに、腰部ベルトび腰骨のでをるだけ化 
い位置にかかるよラにお腹のふくらみの下 
に着用してください。また、肩部ベルトは 
確実に肩を通し、お腹のふくらみを避けて 
胸部にかかるよラに着用してください。 

ベルトを正しく着用していないと、衝突し 
たとをなどに、母体だけでなく胎おまでび 
重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 




-3. シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


■おテさまのシートベルトの使いち 

車のシートベルトは、シートベルトを装着するのに十分な、大人の体格を持っ 
た人用に設計されています。 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをないルさなお子さまの場合は、お子さ 
まの体に合ったチャイルドシートを使用してくださし、（一 P . 已 8) 

♦シートベルトび正しい位置で着巧でをるおテさまの場合は、シートベルトの 
着用のしかたに従ってください。（一 P . 32) 

■ シー トベルトプリテン シヨナー について 

シートベルトプ U テンシヨナーは一度しか作動しません。玉まを衝突などで連 
続して衝撃を受けた場合でち、一度作動したあとは、そのあとの衝突では作動 
しません。 


■リヤシートベルト 



シートベルトびガイドからはずれている場 
合は、ガイドに通して使用してください。 
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A 警告 

急ブレーキや事故の際のけびを避けるため、し i (下のことを必ずお守0 <ださい。 
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそ 
れびあります。 

■シー トベルトの着用について 

♦車に 乗るとさは全員びシートベルトを着用する 
♦シートベルトを 正しく着用する 

♦シー トベルトはひとつにつを一人で使用する 
おモさまでちひとつのベルトを複数の人で使用しない 

♦お 子さまは1」ヤシートに座らせてシートベルトを着用させるか、チャイルド 
シートを使用する 

♦シー トは必要し U 上に倒さない 
上体を起こし、シートに深く座る 

♦肩部 ベルトを腕の下に通して着用しない 

♦腰部 ベルトはでさるだけ化い位置に密着させ着用する 

■お 子さまを柔せるとさは 

おモさまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのよラな状態になってしまい、バックルちはずせない場合は、八ヴ5 
などでシートベルトを切断してください。 


-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 
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-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


A 警告 

■シー トベルトの損傷-故障について 

♦ベルト やプレート、バックルなどは、シートやドアに挟むなどして損傷しない 
よラにしてください。 

♦シー トベルトび損傷したときは、シートベルトを修理するまでシートは使用し 
ないで < ださい。 

♦プレートび バックルに確実に巧し込まれているか、シートベルトびねじれてい 
ないかを確認してください。うまく巧し込めない場合は、ただちにトヨタ販売 
店に連絡してください。 

♦ちし 重大な事故にあったとさは、明らかな損傷び見られない場合でち、シー 
卜、シートベルトを交換してください。 

♦プ U テンシヨナー付きシートベルトの取り付け、取りはずし、分解、廃棄など 
は、トヨタ販売店しツ外でしないでください。 

不適切に扱5と、正常に作動しなくな D 、 重大な傷害を受けた0、最悪の場合 
死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■プリ テンシヨナー付きシートベルトについて 

シートベルトプ U テンシヨナーび作動すると SRS エアバッグ/プ U テンシヨ 
ナー警告灯び点打します。その場合はシートベルトを再使用することびでさな 
いため、必ずトヨタ販売店で交換してください。 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調整のしかた 

八ンドル 


八ンドル位置を運転しやずいように調壁できまず。 



八ンドルを持ち、レバーを上げ 
る。 


レバーを上げたまま、八ンドル 
を上下に動かし、適切な位置に 
する 

位置が決定したら、レバーから手 
を離し、八ンドルを固定してくだ 
さい。 


A 警告 
■走行 中の警告 

走行中は八ンドル位置の調整をしないで<ださい。 

運転を誤り、死 t や重大な傷害につなびるよラな事故になるおそれびあります。 

■/\ン ドル位置を調整したあとは 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 

固定び不十分だと八ンドルの位置び突然かわり、死 t や重大な傷害につなびる 
よラな事故になるおそれがおります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調整のしかた 

インナーミラー 


後続車のライトびまぶしいときは、レバーを操作して反射光を減か 
(防眩）でさまず。 

n 通常使用時 
曰防眩時 


仁 


な 口 


A 警告 
■運転 中の警告 

運転中は5ラーの調整をしないでください。 

運転を誤って、重大な傷害や死こにつなびるおそれびあります。 
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1-3 .シート、バンドル、ミラーの調整のしかた 

アウターミラー 


スイッチで鏡面の角度を調壁できまず。* 

S ラーを 選ぶ 

□左 

0ち 

スイッチを操作してミラーの鏡 
面を調整する 

且上 

Q 下 

且ち 

0ち 


※図はドアミラーで説明しています。 



I ドア S ラーを格納ずるとさは# 



スイッチを巧して、ドアミラーを 
格納ずる 

ちう一度巧すと、ちとの位置にちどり 
9 〇 

□ 格納状態 
且復帰状態 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

























































-3 .シート、八ンドル、ミラーの調整のしかた 


□知識 

■作動を件 

エンジンスイッチび " ACC ’’または" ON ’’のとを 

■ 5 ラーび量ったときは（ミラーヒーター装着車） 

5ラーヒーターを作動させて、曇りを取ることびでをます。（一 P .134) 


A 警告 

■走行して いるとをは 

走行中はなのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、運転を誤り思わめ事故の原因になって重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあ D ます。 

♦= ラーの調整をしない 

♦ 5 ラーを格納したまま走らない（ドア5ラー装着車） 

必ず走行前に運転席側および助手席側の5ラーを復帰して、正し <調整する 

■5 ラーび動いているとさは 

手を&れないでください。 

手を挟んでけびをしたり、5ラーの故障の原因になるおそれびあります。 

■ 5 ラー ヒーターび作動しているとをは （5 ラー ヒーター装着車） 

鏡面び熱くなるのでみれないでください。 
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1-4. ドアガラスの開け方、閉め方 

パワーウインドウ*一 


スイツチでドアガラスを開閉でさまず。 

□ 閉める 

曰自動全閉（運転席のみ） X ’ 

且開ける 

□ 自動全開 （ 運転席のみ） X ’ 

&途中で停止するとをは、スイッチを 
反対側へ操作します。 


►パワーウインドウ （4 ドア）装着車 

n 運転席ドアガラススイッチ 
曰目力手席ドアガラススイッチ 
曰後席ち側ドアガラススイッチ 
□ 後席左側ドアガラススイツチ 


►パワーウインドウ（運転席、後席左）装着車 

n 運転席ドアガラススイッチ 
曰後席左側ドアガラススイツチ 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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ドアガラスの開け方、閉め方 


I ウインドウ□ックスイッチ 



スイツチを巧すと、運転席じ(外のド 
アガラスび作動不可になりまず。 

おモさまび誤ってドアガラスを開閉 
することを防止でさます。 


□知識 
■作動を件 

エンジンスイッチび " ON " のとを 


A 警告 


■ ドアガラスを開閉ずるとをは 


なのことを必ずお守 D ください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

♦ドア ガラスを開閉するとをは、乗員の 
手、腕、頭、首などを挟んだり巻を込ん 
だりしないよラにしてください。特にお 
テさまへは手などを出さないよラに声 
かけをして < ださい。 

♦お 子さまには、ドアガラスの操作をさせ 
ないで < ださい。 

ドアガラスに挟まれたり巻を込まれた 
りして重大な傷害におよぶか、最悪の場 
合死 t につなびるおそれびあ0ます。 
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A を意 

■ ドアガラスを開閉ずるとをは 

なのことをお守り <ださい。 

♦運転席 スイツチと他のドアのスイツチを同時に逆方向に動かさない 
• ドアガラスの全開、全開後に同じち向にスイッチを押し続けない 
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1- 己.燃料補給のしかた 

燃料捕給□の開け方 


巧の手順で補給□を開けてください。 

■補給（巧てん）する前に 

ドアと窓を閉め、エンジンスイッチを " LOCK " にしてください。 

■補給□の開けち 



補給口のフタを開ける 

トランク内左側のレバーを引をま 
す。 



補給口のビニー j レキヤップをは 
ずず 
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己.燃料補給のしかた 


[補給□を閉めるときは 


補給口にビニールキヤツプを付け 
て、補給口のフタを閉める 


[燃料を補給ずるときは 


カノ（一をはずず 

n 燃料取り出しバルブ（メインパ' 
ルブ） 

曰燃料取り出しバルブ（リターン 
バルブ） 

曰燃料充てんバルブ 


mm 捕給口を開ける（一 P . 44) 





4已 









































己.燃料補給のしかた 



I む M S I LP オートガス充てんガンを確実にセットしを入ずる 
固圆[互燃料充てんバルブをちいっぱいまでまわして締める 


お11171 メインバルブ、 U ターンバルブをゆっくりと左にいっぱいまでま 
わして開< 

固画互 LP 才ートガス充てんガンをはずし、補給口を閉める（一 P . 4 已） 
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己.燃料補給のしかた 


□知識 

LPG 燃料冷却システムの操作方法-燃料;令却システム装着車 

LPG 燃料;令却システムは、エンジンから燃料タンクにもどる燃料を;令却しタンク 
内燃料温度の上昇を抑制することで、タンク内圧の上昇を抑制します。これによ 
り、オートガススタンドでの燃料補給（充てん）をしやすくします。燃料;令却に 
はエアコンの;令媒を利用しており、エアコンび作動しているとをに燃料;令却シス 
テムび作動します。 

■操作ちま 

エアコンを作動*させることで燃料;令却システムを作動させます。 

基本的に常時エアコンを作動させてご使用ください。ただし、春が期などエア 
コンび必要ない季節は、燃料補給（充てん）前にエアコンを作動させることで 
補給（充てん）でさるタンク内圧まで低下させることちでをます。またを期は 
プ□パン率のを件によってはエアコンを作動させなくてち補給（充てん）でを 
ます。 


燃料のプ□バン率 

夏期3日 ％!^: LL 
冬期7日％上 

夏期30%未満、 

冬期7日％未満 

夏期 

(気温2日で上） 

常時エアコンを作動させる必要びあります。 

看-が期 

(気温 ] 日〜2已む） 

燃料補給（充てん）前にエア 
コンを作動させておいてくだ 
さい。 

エアコン作動後、およそ3時 
間し:!内に補給（充てん）でを 
るよラになります。 

燃料補給（充てん）前にエア 
コンを作動させておいてくだ 
さい。 

エアコン作動後、およそ2時 
間し:!内に補給（充てん）でを 
るよラになります。 

冬期 

(気温1日む!^^下） 

燃料の冷却能力び低下するた 
め、常時エアコンを作動させ 
る必要びあります。 

エアコンを作動させなくてち 
捕給（充てん）でさます。 


エアコンの作動ち法 


フアン調整ダイヤルは OFF しツがの位置にし、エアコン調整ダイヤルをちいつ 
ぱいまでまわしてください。フアン調整ダイヤル、およびヒーター調整レバー 
はお好みの室内温度になるよラに調節でをます。 

エアコン調整ダイヤルをちいっぱいまでまわさないと燃料び十分に;令却され 
ず、補給（充てん）しにくくなる可能性びあります。 
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己.燃料補給のしかた 


■補給（巧てん）できるスタンドの条件 

► 燃料;令却システム装着車 



BTO15AB013 


ポンプ加圧力び 0.4 MPa 1；(上のスタンド 
で補給（充てん）でをます。補給（充てん） 
の際は、スタンドにご確認ください。 

なお、差圧式簡易 LPG スタンドでの補給 
(充てん）には対応していません。 


燃料のプ□パン率び夏期30%!；(下、を期 
70%し i (下、かつポンプ加圧力び0.7 MPa 
し iLh のスタンドでのみ補給（充てん ）でき 
ます。 

補給（充てん）の際は、スタンドにご確認 
<ださい。 

なお、差圧式簡易 LPG スタンドでの補給 
(充てん）には対応していません。 



燃料を却システム装着車 

燃料冷却システム非装着車 

スタンドの条件 

フ□パン率 

夏期30%切 
下かつを期 
70%肌 

左記外 

夏期 30%m 
下かつを期 
70%肌 

左記1^1が 

ポンプ 
加圧力 

0.7 MPa 切上 

〇 

〇 

〇 

X 

0.4 MPa_l；LL 
0.7 MPa 未満 

〇 

〇 

X 

X 

0.4 MPa 未満 

X 

X 

X 

X 


〇 :対応 
X :非対応 
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■プ□パン率とは 

LPG 燃料中に含まれるプロパン成分の割合をプ□パン率といいます。 

■ポンプ加圧力とは 


圧力 


ポンフ 
加圧力 









スタンドの 

貯槽巧 

圧力 




充てん圧力 


オートガススタンドの補給（充てん）装置 
のポンプ加圧力のことです。 


■燃料タンク容量（参考値） 

94 L 

なを基準により、タンク容量の85%び最大補給（充てん）量となります。 

■燃料の補給（巧てん）について 

燃料び少なくなる前に、早めに補給（充てん）してください。 

■燃料タンクの所有を表示について 

LP オートガスは r 高圧ガスな安法」の適用を受けますので、車両の所有者と夕 
ンクの所有者び異なる場合は、タンクには所有者表示び義務付けられています。 

■燃料タンクの検査について 

LP オートガスは r 高圧ガスなま法」の適用を受けますので、タンクおよびバ 
ルブには定期的な検査び義務付けられています。詳しくはトヨタ販売店にご巧 
談< ださい。 

■燃料計について 



燃料計はトランク内にあります。 

外周の数字びタンク内の燃料容量を％表 
示で表します。 

燃料計はメーター内にもあります。 

(一 P ' 106) 
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5. 燃料補給のしかた 






















己.燃料補給のしかた 


A 警告 

■補給 （巧てん）について 

♦ LP オートガス補給（充てん）は、 LPG スタンドの係員におまかせください。 
また LP オートガス補給（充てん）時は、スタンド指定の場所し:!がで火気を取 
り扱わないでください。引火するおそれびありを険です。 

♦指定 燃料は LP オートガスです。指定し U 外の燃料を補給（充てん）しないで< 
ださい。 


イ\ ま意 

■補給 （巧てん）ずるとをは 

車両に入っている燃料のプロパン率と、スタンドの燃料のプロパン率び異なる 
と補給（充てん）しにくくなることびあります。例えば、プ□パン率100%の 
燃料び入っている車両に、プロパン率30%の燃料を補給（充てん）しよ5とす 
ると、 P . 48の条件内でち補給（充てん）でさないことびあります。 

いつも同じスタンド（同じプロパン率）で補給（充てん）することをお勧めし 
ます。 


已〇 







1-6. 安全にお使いいただくために 

正しい運お姿勢 


巧のま件にあつた正しい姿勢で運転してください。 

n まっすぐ座り、背をたれから 
背を離さない（一 P . 29) 

曰シートをペダルび十分に踏み 
込めるよラな位置にずる 
(一 P ' 2日） 

且各装置び操作しやずい背をた 
れの角度にずる（一 P . 29) 
□ SRS エアバッグび自分の陶の 
方へ向<よラな八ンドルの位 
置にする（一 P . 37) 

且へッドレストの中央を耳の後 
方にずるレ P . 30) 

□ シートベルトび正しく着用で 
きる（一 P . 32) 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■走行 中は 

♦走行 中は運転席の調整をしないで<ださい。 

運転を誤るおそれびあります。 

♦背ち たれと背のあいだにクッシヨンなどを入れないでください。 

正しい運転姿勢びとれないばかりか、衝突したとを、シートベルトやヘッド 
レストなどの効果び十分に発揮されないおそれびありを険です。 

♦フロント シートの下（シートアンダートレイ内を除く）にものを置かないでく 
ださい。 

ちのび挟まるとシートび固定されず、思わめ事故の原因になり、生命にかかわ 
る重大な傷害を受けるおそれびありを険です。また、調整機構の故障の原因に 
なります。 

■シ ートを調整するときは 

♦同乗者び シートにあたってけびをしないよラにま意してください。 

• シートの下や動いている部分に手を近付けないでください。 

指や手を挟み、けびをするおそれびありを険です。 


已2 





1-6. 安全にお使いいただくために 

SRS エアバッグ 


SRS エアバッグは柔員に重大なを害びおよぶよラな強い衝撃を受け 
たときにふく 5み、シートベルトび体を拘束ずる働きと併せて柔員へ 
の衝撃を緩和させまず。 



SRS エアバッグ 

(運転者の頭や胸などへの衝撃を緩和) 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


□知識 


■ SRS エアバッグが展開ずると 


♦ SRS エアバッグとの接触により、巧撲やすり傷などを受けることびあります。 
♦作動音と共に白いガスび発生します。 

♦エアバッグモジュールの各部品（八ンドルの八ブ、エアバッグカバー、イン 
フレーター）は数分間熱くなることびあります。エアバッグそのちのち熱く 
なります。 


■ SRS エアバッグび作動ずるとき 


• SRS エアバッグは、衝撃の強さび設定値（移動ちをおちしない固定された壁 
に、約20〜30 km / h の速度で正面衝突した場合の衝撃の強さに相当する 
値）しツ上の場合に作動します。 

ただし、駐車している車や標識のよラな衝撃によって移動や変形するちのに 
衝突した場合や、ちぐり込むよラな衝突（例えば、車両前部びちぐり込む、 
下に入り込む、トラックの下敷をになるなど）の場合は、展開車速は設定値 
より高くなります。 

♦衝突条件によってはシートベルトプ U テンシヨナーのみ作動する場合びあ 
ります。 


■衝突がで作動ずるとき 

なのよラな状況で、車両下部に強い衝撃を受けたとさち、作動する場合びあり 
ます。 



♦縁石や歩道の端など、固いちのにぶつ 
かったとを 

♦深い巧や溝に落ちたり、乗り越えたとを 

♦ジャンプして地面にぶつかったり、道路 
から落下したとを 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


■ SRS エアバッグび作動しないとを 

SRS エアバッグは、側面や後方からの衝撃、横転、または低速での前ちからの 
衝撃で作動するよラには設計されていません。ただし、それらの衝撃び前ちへ 
の減速を十分に引を起こす場合には、 SRS エアバッグび作動することびありま 
す。 

♦側面からの衝突 
♦後方からの衝突 
•横転 


■ トヨタ販売店に連絡がお要な場合 

なのよラな場合には、でさるだけ早< トヨタ販売店へご連絡<ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだとを 

• SRS エアバッグはふくらまなかったび、 
事故で車両の前部を衝突したとを、また 
は破損-変形などびあるとを 


♦八ンドルのパッド部分び傷付いたり、ひ 
び割れたり、その他の損傷を受けたとを 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 


■ SRS エアバッグについて 

必ず;欠のことをお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につなびるお 
それびあ0ます。 

♦運転者と 乗員すべてびシートベルトを正しく着用してください。 

SRS エアバッグはシートベルトを補助するためのものです。 



BT016AB001 



♦ステア U ングパッド部などには何も取り 
付けたり、置いたりしない 


• ドアやフロントガラスなどには何も取り 
付けない 


• SRS エアバッグシステム構成部品の周辺は、強<たたくなど過度の力を加え 
ないで < ださい。 

SRS エアバッグび正常に作動しなくなるおそれびあります。 

• SRS エアバッグびふくらんだ直後は、構成部品び熱くなっているため面れな 
いで < ださい。 

• SRS エアバッグびふくらんだあとに、もし呼吸び苦しく感じたら、ドアやドア 
ガラスを開けて空気を入れるか、ま全を確認して車がに出て<ださい。 

皮膚の炎症を防ぐため、残留物はでさるだけ早く洗い流してください。 

• SRS エアバッグび収納されているパッド部に傷び付いていたり、ひび割れびあ 
るとをはそのまま使用せず、トヨタ販売店で交換してください。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■改造 •廃棄について 

トヨタ販売店への相談なしに、なの改造-廃棄をしないで<ださい。 

SRS エアパッグび正常に作動しなくなったり、誤ってふくらむなどして、重大な 
傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

• SRS エアバッグの取りはずし.取り付け.分解.修理 

♦八ン ドル、インストルメントパネル、ダッシュボード周辺の不適切な修理、取 
0はずし、改造 

♦フロン トフエンダー、フロントバンバ ー、 車両客室側面部の不適切な修理、改造 

♦グ U ルガード（ブルバー•カンガルーバーなど）、除雪装置、ウィンチなどの 
取り付け 

♦サスペンションの 改造 

• CD プレーヤー、無線機などの電化製品の取り付け 
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1-6. 安全にお使いいただくために 

モ供き用シート 


子供専用シートの固定機構を使巧して、子供専用シートを固定ずるこ 
とびでさまず。 


I 知っておいていたださたいこと 

• 車の仕様やおモさまの年齢-体格に合わせて、適切なモ供専用シート 
をお選び < ださい。 

• モ供専用シートの取り付け方法および取りはずし方は、それぞれのモ 
供専用シートに付属の取り扱い説明書をお読みください。 

• この車は2006年10月1曰施行の保安基準に適合した IS0FIX 対応 
チヤイルドシート固定専用バーを標準装備していまず。 


[子供専用シートの適合性一覧表について 


■ 質量グループについて 

ECE R44 &の基準に適合ずるモ供専巧シートはおモさまの体重により 
なの5種類に分類されまず。 

グループ〇 : 10kg まで 

グループ 0+ : 13kg まで 

グループ I : 日〜 18kg 

グループロ ：1已〜2已 kg 
グループの ： 22 〜 36kg 

この本では代表的な次の3種類のモ供専用シートをシートベルトで固定 
する方法を紹介します。 

《 ECE R 44 は、子供専用シートに関する国際法規です。 

■サイズ等級、固定具について 

モ供専用シートに表おされる分類記号と、それにとをなラ取り付け器具 
の記号にな0まず。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


►ベ ビーシート 



ECER 44 基準のグループ0、0+ 
に相当 



ECE R 44 基準のグループ0 +、I 
にホ目当 



ECE R 44 基準のグループ n 、 の 
に相当 



已9 








1-6. 安全にお使いいただくために 


[シート位置別子供専用シート適合性一覧表（シートベルトでの取り巧け) 


質量グループ 

着席位置（または他の場所） 

フ□ントシート 

U ヤシート 

助手席 

左ち席 

中央席 

0 

(10 k 旨まで） 

X 

U 

X 

が 

(13 k 呂まで） 

X 

U 

X 

I 

(目〜1 8 kg ) 

前向を UF 

ラしろ向を X 

U 

X 

n 

(1 己〜2己 kg ) 

UF 

U 

X 

m 

(22-36 kg ) 

UF 

U 

X 


♦ 上表に記入する文字の説明 

U :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ ’ U —の子供専 
用シートに適しています。 

UF :この質量グループでの使用を許巧された況用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の前向を 
モ供専用シートに適しています。 

X :モ供専用シートを取り付けることはでさません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場合は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談ください。 

子供専用 シー トの装着に隙しては子供専用 シー トの取り扱い説明書わご確認<ださい。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


I シー ト位置別子供専用 シー トの適合性一覧表 
(旧 OFIX 対応トップテザーアンカーでの取り付け) 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

車両に日円 X 位置 

U ヤシート左ち席 

キヤ1」コット 

F 

IS 0/ L 1 

X 

G 

侶日/に 

X 

0 

(1 日 k 旨まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 1、 IL 2 

0+ 

(1 吕 k 邑まで） 

E 

IS 0/ R 1 

IL 1、 IL 2 

D 

IS 0/ R 2 

IL 2 

C 

IS 0/ R 3 

IL 2 

I 

(目〜1 8 kg ) 

D 

IS 0/ R 2 

X 

C 

IS 0/ R 3 

X 

巨 

IS 0/ F 2 

IUF 、 IL 2 

臣1 

IS 0/ F 2 X 

IUF 、 IL 2 

A 

IS 0/ F 3 

IUF 、 IL 2 

n 

(1 己〜2己 kg ) 


(1) 

X 

m 

(22 〜3巨 k 邑） 


(1) 

X 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


♦ 表に記入する文字の説明 

(1): サイズ等綱表示 （ A から G ) のない子供専用シートの各シート位置での IS 日 FIX 対 
応子供専用シート固定機構の取り扱いについては、子供専用シート製造業ちまたは 
販売業ちにご相談 < ださい。 

IUF : この質量グループでの使用を許可された況用（ユニバーサル）カテコ‘ U —の侶日 FIX 
対応の前向さ子供専用シートに適しています。 

IL 1 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - Child 侶日 baby 」 
に適しています。 

IL 2 :この質量グループでの使用を許可された「トヨタ純正 NEO G - ChilcMS 日 le 旨」に 
適しています。 

X :侶日 FIX 子供専用シートを取り付けることはで去ません。 

表に記載されていない子供専用シートを使用する場含は、子供専用シート製造業ちまた 
は販売業ちにご相談 < ださい。 

モ供専用シートの装着に隙しては子供専用シートの取0扱い説明書わご確認<ださい。 


[ ISOFIX 子供専用シートのリスト 


質量グループ 

サイズ 

等級 

固定具 

侶0円X子供専用シート 

カテ j’u — 

0 (10kg まで） 

E 

IS0/R1 

トヨタ純正 NE0 G-Child 
ISO baby 

準ミ化用 

E 

IS0/R1 

トヨタ純正 NEO G-Child 
ISO leg 

準ミ化用 

0+ (13k 巨まで） 

E 

IS0/R1 

トヨタ純正 NEO G-Child 
に日 baby 

準況用 

E 

IS0/R1 

トヨタ純正 NEO G-Child 
ISO leg 

準ミ化用 

D 

IS0/R2 

C 

IS0/R3 

I ( 目〜1 8kg) 

巨 

IS0/F2 

トヨタ純正 NEO G-Child 
ISO leg 

準ミ化用 

臣1 

侶日/ 

F2X 

A 

IS0/F3 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


□知識 

■旧0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーについて 

この車に標準装備されている侶0円 X 対応チャイルドシート固定専用バーは、 
ECE R 44 に適合しているテ供専用シートの取り付け専用です。それし U がのち 
のを使用することはでをません。 

■子供専用シートの還巧、使巧について 

♦お子さまに最適な子供専用シートについては、テ供専用シート製造業者、ま 
たは販売業ちにご相談ください。 

♦お子さまび成長し、適切にシートベルトび着用でさるよラになるまでは、お 
テさまに合ったテ供専用シートを使用してください。 

♦体び十分大き<、子供専用シートび不必要なお子さまは、 U ヤシートに乗せ 
て車のシートベルトを使巧してください。 

■シートベルトで取り付けるタイプのテ巧専用シートの選択について 

「シート位置別子供専用シート適合性一覧表」（一 P . 日 0) を参照し、子供専用 
シートを取り付け可能な位置と、対応する子供専用シートの種類（記号）をご 
確認の上、適したちのを選択してください。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


■ ECE R 44 適合の旧0円 X 対応子供専用 シー トの選択に ついて 

「シート位置別子供専用シートの適合性一覧表」（一 P . 日 1) を確認して、適切な 
シートを選択してください。 

Ejrai 11おテさまの体重から、該当する「質量グループ」を確認する 

(例 1) :体重び 12 k 目の場合、質量グループは「〇+」になります。 

(例 2) ；体重び1已 kg の場合、質量グループは「 I 」になります。 
IE 3 MI 2 I サイズ等級を選択する 

Ifeirdh I で確認した「質量グループ」から該当するサイズ等級を確認 
します。* 

(例 1) :質量グループび「〇+」の場合、サイズ等級は阿•の」 • 旧 
び該当します。 

(例 2) :質量グループび「 I 」の場合、サイズ等級は 「 A 」 '旧」' 旧1」 ' 
に」 ' の」び該当します。 

^ただし、該当のサイズ等級でち適合性一覧表の「車両旧 0 FIX 位置」に 
「 X 」と記載されているちのは還択でさません。また、 riu と記載され 
ている場合は、 nsoFix モ供専用シートの U スト」（一 P . 己 2) で指定 
されている製品を使用してください。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 





ふ 


% 


モ供専用シートに表示されているマーク/ 
ラベルを確認して、基準に適合したシート 
であることを確認する 

況用（ユニバーサル）テ供専巧シートには、 
なに示すマーク.ラベル類び表示されてい 
ます。**^ 

^表示されている位置-記号などは、商品に 
より異なります。 


nisoFix 対応子供専用シートであること 
を71^す表の 

サイズ等級び示されています。（表示され 
る文字は、製品により異なります） 

MiM\ 2 1で確認したサイズ等級に適合し 
ているちのを選択してください。 

且況用（ユニバーサル）子供専用シートの 
認可 マーク 

UNIVERSAL は況用品の認可であること 
をあらわし、併せて、対象となるおテさ 
まの体重の範囲び記載されています。 

□ トップ テヴー （一 P . 己 8) を 示す マーク 

商品の取り付け装置の位置により、意匠 
は異なります。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


■旧0円 X 対応子供専用シートの種類（サイズ等級別) 


A - IS 0/ F 3 

全高前向を幼児用チャイルドシート 

B - IS 0/ F 2 

ほ型前向を幼お用チャイルドシート 

B 1- IS 0/ F 2 X 

低型前向を幼児巧チャイルドシート 
( B - IS 0/ F 2 と別形状のもの） 

C - IS 0/ R 3 

大型後向を幼お用チャイルドシート 

D - IS 0/ R 2 

小型後向を幼児巧チャイルドシート 

E - IS 0/ R 1 

後向さ乳お用チャイルドシート 

F - に日/ L 1 

左向を位置用チャイルドシート（キャ U コット） 

G - IS 0/ L 2 

ち向を位置用チャイルドシート（キャ1」コット） 


■助手席に子供専用シートを取り付けるとさ 

♦やむを得ず助手席にテ供専用シートを取 
り付ける場合には、助手席シートをなの 
よラに調整し、テ供専用シートを前向を 
に取り付けてください。 

-背ちたれを直立状態にする 
-シートをいちばん5しろに下げる 


♦テ供専巧シートの種類によっては、テ供専用シート背面と助手席シート背ち 
たれの間に隙間びでさるものびあります。その場合、ヘッドレストを取りは 
ずしてからテ供専用シートを装着してください。 

■キャリコットについて 

キヤ U コットは横向をに取り付けることのでをるベビーシートのことです。詳 
し<はテ供専用シート製造業者または販売業者におたずね<ださい。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■子供 専用シートを使用しない場合 

♦子供 専用シートを使用しないとをであってち、シートに適切にしっかりと取り 
付けた状態にしてください。ゆるめた状態で客室内に置くことは避けてくださ 
い。 

♦子供 専巧シートの取りはずしが必要な場をは、車両からはずして保管するか、 
トランク内に容易に動かないよラに収納してください。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 

チャイルドシートの取り付け 


シートベルトを正しく着用できないルさなお子さまを乗せるとさは、 
チャイルドシートをお使いください。お子さまの安をのために、チャ 
イルドシートはリヤ外側シートに取り付けてください。 

取り付け方法は、必ず商品付属の取扱説明書に従ってください。 



シートベルトによる取り付け 
UP . 日日） 



ISOFIX 対応チャイルドシート 
固定専用パー(一 P. 70) 

U ヤが側シートに装備されていま 
す。（固定専用バーび装備されてい 
ることをおすタグびシートに付い 
ています） 



トップテヴーアンカー 
(一 P' 70) 

テヴーべルトを固定するとをに使 
います。 

トツプテヴーアンカーは|」ヤシー 
卜後方のバッケージトレイに装備 
されています。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


トベルトで固定ずる 


チャイル ドシー ト にシー トベルト 
を取り付け、プレートをバックル 
に"カチッ" と音びずるまで挿し 
込む。ベルトびねじれていないよ 
ラにずる。 

チャイルドシートに付属の取扱説日月 
書に従い、シートベルトをチャイルド 
シートにしっかりと固定させてくだ 
さい。 


チヤイル ドシー ト にシー トベルト 
の固定装置び備わっていない場合 
は、□ッキングクリップ（別売）を 
使用してシートベルトにゆるみび 
生じないよラにしっかりと固定ず 
る。 

□ツキングク U ツプの購入にあたっ 
ては、トヨタ販売店にご相談くださ 
し、。 （□ ッキングク U ップ品ま： 
731 19-22010) 

取り付け後はチャイルドシートを前後左ちにゆずり、しっかりと固定さ 
れていることを確認してください。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


I 旧 OFIX 対応チャイルドシート固定専用バ ー& トップテザーアンカーで固定する 




固定専用バーの位置を確認して、 
チヤイルドシートをシートに取り 
付ける 

固定専用バーは、シートクッションの 
奥にあります。 

チヤイルドシートの取り付け金具を 
チヤイルドシート固定専用バーに取 
り付けます。 

取り付けち法は、それぞれの商品付属 
の取扱説明書に従ってください。 


トップテヴーアンカーにフックを 
固定し、テヴーベルトを締める 
テヴーベルトをピンと張り、フックび 
しっかり固定されていることを確認 
します。 


取り付けたチヤイルドシートを前 
後左ちにゆずり、確実に取り付け 
られていることを確認ずる 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チャイルド シートについて 

♦事故 や急停止の際、効果的に保護するために、必ずお子さまの年齢や体の大を 
さに合わせてシートベルトまたはチャイルドシートを使用してください。おテ 
さまを腕の中に抱くのはチャイルドシートのかわりにはなりません。事故の 
際、お子さまびフロントガラスや乗員、室内の装備にぶつかるおそれびありま 
す。 

♦お 子さまの年齢や体の大ささに合ったチャイルドシートを使用して U ヤシー 
卜に取り付けてください。 

♦チャイルドシートに よっては、取り付けびでをない、または取り付けび困難な 
場合びあります。必ずチャイルドシートに付属の取扱説明書をよくお読みの 
上、確実に取り付け、使用ち法を守って<ださい。使用ち法を誤ったり、確実 
に固定されていないと、急ブレーキや衝突時などに、重大な傷害におよぶか、 
最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ます。 

■チ ャイルドシートを取り付けるとをは 

♦お 子さまをシートベルトで遊ばせないでください。万一べルトび首に巻を付い 
た場合、窒息など重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれび 
あります。 

誤ってそのような状態になってしまい、バックルもはずせない場合は、八サミ 
などでシートベルトを切断してください。 

♦シ ートベルトとバックルび固定されていて、ベルトびねじれていなし佩確認し 
て < ださい。 

♦チャイルドシートを 左ちに動かして、しっかり固定されているか確認してくだ 
さい。 

♦運転席と チャイルドシートび干渉し、 
チャイルドシートび正しく取り付けられ 
ない場合は、助手席側の1」ヤ席に取り付 
けて < ださい。 

♦助手席と チャイルドシートび干渉しない 
よラに、助手席を調整してください。 
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1-6. 安全にお使いいただくために 


A 警告 

■チ ャイルドシートを取り付けるときは 

♦ジュニア シートを使用している場合は、肩部べルトび常におテさまの肩の中む 
にくるようにしてください。ベルトを首から離すと共に肩から落ちないように 
して < ださし、お守りいただかないと、事故や急ブレーキの際に重大な傷害や 
死 t につなびるおそれびあ〇を険です。 

♦ ISO 円 X 巧広チャイルドシート固定専用バーを使用するとをは、周辺に障害物 
びないか、シートベルトび挟まっていないかなどを確認してください。 


A ま意 

■ トップテザーアンカーについて 

使用しないとをはフタを確実に閉めてください。開けたままにしておくとフタ 
び破損するおそれびあります。 
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運乾ずるとをに 


2-1 .運転のしかた 
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. 92 
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2-1 .運転のしかた 

運拓にあたって 


安を運転をむびけて、巧の手順で走行してください。 


■エンジンをかける（一 P . 8已） 

■発進ずる 

►オートマチック車 

固画[でブレーキペダルを踏んだまま、シフトレバーを D にずる 

(一 P ' 97) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる （一 P .103) 

固画回ブレーキペダルか日徐々に足を離し、アクセルペダルをゆつ 
<0踏み発進ずる 
► マニュアル車 

固画田クラッチペダルを踏んだまま、シフトレバーを1速にずる。 

(一 P ' 100) 

固画回パーキングブレーキを解除ずる。 （一 P .103) 

T 引 クラッチペダルから徐々に足を離し、同時にアクセルペダル 
をゆっくり踏み発進ずる。 


■停車する 

►オートマチック車 

固画丘]シフトレパ'—は D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画 互必要に応じて、パーキングブレーキをかける 

長時間停車する場合は、シフトレバーを P または N にします。 

UP. 97) 


►マニュアル車 

Tn クラツチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む。 

固画回必要に応じて、パーキングブレーキをかける。 

長時間停車する場合は、シフトレバーを N にする。 （一 P . 100) 
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2-1 .運転のしかた 


■ 駐車ずる 

►オートマチック車 

固画田シフトレバーは D のまま、ブレーキペダルを踏む 
固画 回 パーキングブレーキをかける （一 P .103) 

固画 互 シフトレバーを P にずる （一 P . 日 7) 

Stop S Start システムにより、エンジンび停止します。 

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に応じて輪止めを使用してく 
ださい。 

固画因]エンジンスイッチを " LOCK " にずる 

固画互キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 

►マニュアル車 

Eiam クラッチペダルを踏んだまま、ブレーキペダルを踏む 
固画回パーキングブレーキをかける （一 P . 103) 

固画互シフトレバーを平地や下り坂では R 、 上り坂では1速にずる 

(一 P ' 100) 

坂道の途中で駐車をする場合は、化要に応じて輪止めを使用してく 
ださい。 

固画因]エンジンスイッチを " LOCK " にしてエンジンを停止ずる 
固画回キーを携帯していることを確認し、ドアを施錠ずる 
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2-1 .運転のしかた 


(上り坂の発進のしかた 

►オートマチック車 

mmm 11 ブレーキペダルを踏んだまま、ノ（ーキングブレーキをしっかりか 
け、シフトレバーを D にずる 
111[互アクセルペダルをゆっくり踏む 

Eiirsi 車び動さ出ず感触を確認したら、ノ（ーキングブレーキを解除し、 
発進する 
►マニュアル車 

固画[でパーキングブレーキをしっか0かけ、シフトレバーを1速にず 
る。 

Enm アクセルペダルを軽く踏み、同時にクラッチペダルから除々に足 
を離す。 

固画回車び動を出ず感触を確認したら、パーキングブレーキを解除し 
発進する 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 

■雨の日の運転について 

♦雨の曰は視界び悪くなり、またガラスび曇ったり、路面びすべりやすくなっ 
た D するので、慎重に走行してください。 

♦雨の降りはじめは路面びよりすべりやすいため、慎重に走行してください。 

♦雨の曰の高速走行などでは、タイヤと路面のあいだに水膜び発生し、八ン 
ドルやブレーキび効かなくなるおそれびあるので、スピードは控えめにし 
てください。 

■運転標識の取り付け 

磁石式の初む者運転標識や高齢者運転標識などを樹脂バンノ f 一やアル5ボデー 
部に取り付けることはでをません。 

■ Stop & Start システム（才ートマチック車） 

Stop & Start システムはエンジンスイッ 
チを操作することなくエンジンを停止•始 
動させるシステムです 。 Stop & Start シ 
ステムによるエンジンの停止中、アイドル 
ストップ表示打び点打します。（一 P . 92) 


A 警告 

■発進ず るとさは（才ートマチック車） 

ブレーキペダルをしっかり踏み込んだまま、シフトレバーを操作してください。 
また、エンジンびかかったままの停車中は常にブレーキペダルを踏み続けてくだ 
さい。ク U —プ現象で車び動を出すのを防ざます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転ず るとさは 

♦踏み 間違いを避けるため、ブレーキペダルとアクセルペダルの位置を把握しな 
い状態で運転しないでください。 

-アクセルペダルをブレーキペダルと間違えて踏むと、車び急発進して思わ 
め事故につなびり、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるお 
それびあります。 

-後退するとさは体をひねった状態となるため、ペダルの操作びしにくくな 
ります。ペダル操作び確実にでをるよラま意してください。 

-車を少し移動させるとさち正しい運転姿勢をとり、ブレーキペダルとアク 
セルペダルび確実に踏めるよラにしてください。 

. ブレーキ ペダルはち足で操作して<ださい。左足での ブレーキ 操作は緊急 
時の反応び遅れるなど、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
♦燃え やすいちのの上を走行した D 、 可燃物付近に車を停めたりしないでくだ 
さい。排気管や排気ガスは高温になり、可燃物び近くにあると火災になるおそ 
れびあ D を険です。 

♦オー トマチック車では、シフトレバーを前進側のシフトポジションに入れたま 
ま惰性で後退したり、 R に入れたまま惰性で前進することは絶巧にやめてくだ 
さい。 

エンジンび停止し、ブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび重くなったり 
して、思わめ事故や故障の原因になるおそれびあります。 

♦ま 内で排気ガス臭に気付いたら、ドアガラスを開け、トランクび閉まっている 
ことを確認して<ださい。多量の排気ガスび眠気を起こし事故の原因になる 
他、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。すみやかにトヨタ版 
売店で点検整備を受けて<ださい。 

♦車両び 動いているあいだは、シフトレバーを P に入れないでください。 

トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。（オートマチック車） 

♦車両び 前進しているあいだは、シフトレバーを R に入れないでください。 
トランス=ッシヨンにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転ず るとさは 

♦車両び 後退しているあいだは、シフトレバーを D 讨ートマチック車）または 
1(マニュアルま）に入れないでください。 

トランス=ッションにダメージを与えたり、車両のコント□-ルびでをなくな 
るおそれびあります。 

♦走行 中にシフトレバーを N にすると、トランスミッションとエンジンの動力伝 
達び解除され、エンジンブレーキび効かな<な D ます。 

♦通常 走行時は、走行中にエンジンを停止しないでください。走行中にエンジン 
を停止してち八ンドルやブレーキの操作は可能ですび、操作力補助びな<なり 
ます。その場合は八ンドルとブレーキの操作び困難になるため、安全を確認し 
た上で、すみやかに道路協に停車してください。 

なお、通常の方法で車両を停止することびでさないよ5な緊急時は、 P . 233 
を参照してください。 

♦急な 下り坂では、エンジンブレーキを使用してスピードを下げてください。 
フットブレーキを連続して使し巧ざると、ブレーキび過熱して正常に機能しな 
<な0ます。（一 P . 97,100) 

♦坂道で 止まるとさは、前後に動を出して事故につなびるのを防ぐため、ブレー 
キペダルやパーキングブレーキを使用してください。 

♦八ン ドル、シート、 アウターミラー、 インナ ー= ラーの調整をしないでくださ 
い。 

運転を誤り、思わめ事故の原因になって重大な傷害や死 t のおそれびありを険 
です。 

♦重大な 傷害や死 t のおそれびあるので、すべての同乗者び頭や手、その他の 
体の一部を車から出さないよラにしてください。 

♦オフ □ード走行をしないでください。 

やむを得ずオフ□ー ドを走行するとをは、慎重に運転してください。 

♦ミ 度ミ可などの水中走行はしないで < ださい。 

電装品のショートやエンジンの破損など、重大な車両故障の原因になるおそれ 
び友 D ます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■運転ず るとさは 

♦シートの 上や付近に荷物を置いて走行しないで<ださい。 

急ブレーキをかけたとをや、旋回しているとをなどに荷物び飛び出したりして 
柔員にあたったり、荷物を破損した0、荷物に気をとられたりして、思わめ事 
故につなびるおそれびありを険です。 

■ずべ りやずい路面を運転ずるときは 

♦急 ブレーキ、急加を、急八ンドルはタイヤびス1」ップし、車両の制御びでさな 
<なり、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦シフ トアップやシフトダウンによるエンジンブレーキなど、エンジン回転数の 
急な変化は、車び横すベ0するなどして、思わめ事故につなびるおそれびあり 
を険です。 

♦水たまり 走行後はブレーキペダルを輕 < 踏んでブレーキび正常に働 < ことを 
確認してください。ブレーキパッドびめれるとブレーキの効をび悪くなった 
り、めれていない片方だけび効いたりして八ンドルをとられ、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ〇を険です。 

■シフ トレバーを操作ずるときは 

アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を付けてください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または N し U がにあると、車び急発進し、 
思わめ事故につなびるおそれびあ D を険です。 

■停車ず るとさは 

♦空ぶ かしをしないでください。 

シフトレバーび P (オートマチック車）または N しツ外にあると、車び急発進 
して思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

♦長時間 エンジンをかけたままにしないでください。どラしても必要な場合は、 
開かれた場所に車を停め、排気ガスび車内に入ってこないことを確認して < だ 
さい。 

♦まび 動を出すことによる事故を防ぐため、エンジン回転中は常にブレーキぺダ 
ルを踏み、必要に応じてパーキングブレーキをかけてください。（オートマ 
チック車のみ） 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■停車ず るとさは 

♦坂道で 停車するとをは、前後に動き出して事故につなびるのを防ぐため、常に 
ブレーキペダルを踏み、必要に応じてノてーキングブレーキをかけてください。 

♦停車 中に空ぶかしをしないでください。 

排気管び過熱し、可燃物び近<にあると火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

■駐車ず るとさは 

♦炎天下では、 メガネ、スプレー宙や炭酸飲料の宙などを車内に放置しないで< 
ださい。放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険で 
す。 

-スプレー宙からガスびちれたり、出火する 

-プラスチックレンズ•プラスチック素ネオのメガネび、変おまたはひび割れ 
を起こす 

-炭酸飲料の宙び破裂して車内をよごしたり、電気部品びショートする原因 
になる 

♦ライターを 車内に放置したままにしないでください。ライターをグローブボッ 
クスなどに入れておいたり、車内に落としたままにしておくと、荷物を押し込 
んだりシートを動かしたとをにライターの操作部び誤作動し、火災につなびる 
おそれびあ〇を険です。 

♦ウイン ドウガラスなどには吸盤を貼り付けないでください。また、インストル 
メントバネルやダッシュボードの上に芳香剤などの容器を置かないで<だ 
さい。 

吸盤や容器びレンズの働ををして、車両火災につなびるおそれびありを険です。 

♦シルバー 色などの金属蒸着フィルムを曲面ガラスに貼った場合は、ドアやウイ 
ンドウを開けたまま放置しないでください。直射日光び曲面ガラスの内側に反 
射し、レンズの働ををして火災につなびるおそれびありを険です。 

♦まから 離れるときは、必ずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーをオート 
マチック車は P 、 マニュアル車は平地や下り坂では R 、 上り坂では1速にし 
てエンジンを停止し施錠してください。 

エンジンびかかつているあいだは、車から離れないでください。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■駐車ず るとさは 

♦エンジン 回転中または停止直後は排気管にふれないでください。 

やけどをするおそれびあります。 

♦降雪 時や雪び積もった場所では、エンジンをかけたままにしないでください。 
まわりに積ちった雪で排気ガスび滞留して車内に入り、重大な健康障害や死亡 
にまるおそれびありを険です。 

■排気ガス について 

排気ガスには無色.無臭で有害な一酸化炭素 ( C 0) び含まれているため、排 
気ガスを吸い込むと重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

♦換気び 悪い場所では、エンジンを停止してください。 

特にま庫内など囲まれた場所では排気ガスび充満し、重大な健康障害や死こに 
をるおそれびありを険です。 

♦排気管は とをどを点検してください。排気管などの腐食などによる巧や亀 
裂、および継ざ手部の損傷、また、排気音の異常などに気付いた場合はおずトヨ 
夕販売店で点検整備を受けてください。そのまま使用すると排気ガスび車内に侵 
入し、重大な健康障害や死 t にまるおそれびありを険です。 

■仮 旧ずるときは 

必ずエンジンを停止してください。 

エンジンをかけたまま仮眠すると、無意識にシフトレバーを動かしたり、アク 
セルペダルを踏み込んだりして、事故やエンジンの異常過熱による火災び発生 
するおそれびあります。さらに、風通しの悪い場所に停めると、排気ガスび車 
内に侵入し、重大な健康障害や死 t に至るおそれびありを険です。 

■ブレーキを かけるとさは 

♦万ー エンジンの停止などによりフレーキ倍力装置び機能しないときは、他の車 
に近付いたりしないでください。また、下り坂や急カーブを避けてください。 
この場合ブレーキは作動しますび、通常よりち強 < 踏む必要びあります。また 
制動距離ち長<なります。 

♦万ー エンジンび停止したとをは、フレーキペダルを繰り返し踏まないでくださ 
し、。ペダルを踏むたびに、ブレーキのアシストカの蓄えを使い切ってしまいます。 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■ブレーキを かけるとさは 

♦ブ レーキシステムは二つの独立したシステムで構成されており、一ちの油圧シ 
ステムび故障してち、もラーちは作動します。この場合、ブレーキペダルを通 
常よ0強<踏む必要びあり、制動距離び長<なります。一方のブレーキシステ 
ムしか作動していない状態で走行しないで < ださい。ただちにブレーキの修理 
を受けてください。 

■万一脱輪した とさは 

いずれかのタイヤびちに浮いてるときは、むやみに空転させないでください。駆 
動系部品の損傷や車両の飛び出しに思わめ事故につなびるおそれびあります。 


A 汪意 

■運転 中は 

♦運転 中にアクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏まないでください。アク 
セルペダルとブレーキペダルを同時に踏むと、駆動力を抑制する場合びありま 
す。 

♦オートマチック 車では、坂道で停車するために、アクセルペダルを使ったり、 
アクセルペダルとブレーキペダルを同時に踏んだりしないでください。 

♦マニュアル 車では、クラッチの損傷を防ぐためクラッチペダルに足を乗せたま 
ま走行しないでください。 

■駐車ず るとさは（才ートマチック車） 

必ずシフトレバーを P にしてください。 P にしておかないと、車び動を出した 

り、誤ってアクセルペダルを踏み込んだとをに急発進するおそれびあります。 

■部品の 損傷を防ぐために 

♦パワー ステア1」ングポンプの損傷を防ぐため、八ンドルをいっぱいにまわした 
状態を長 < 続けないで < ださい。 

♦ディスク ホイールなどの損傷を防ぐため、段差などを通過するとをは、でさる 
だけゆっくり走行してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A を意 

■きしみ やひつかき音が聞こえた5 (ブレーキパッドウェアインジケーター) 

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を到大ブレーキパッドを交換してください。 
化要なとさにパッドの交換び行われないと、口ーターの損傷につなびる場合びあり 
ます。 

ブレーキパッドやディスク□ーターなどの部品は、役割を果たすと共に摩耗し 
ていをます。摩耗の限界をこえて走行すると故障を引を起こすばかりでなく、事 
故につなびるおそれびあります。 

■走行 中にタイヤびパンクした6 

なのよラなとさはタイヤのパンクや損傷び考えられます。八ンドルをしっかり 
持って徐々にブレーキをかけ、スピードを落としてください。 

♦八ン ドルびとられる 
♦異常な 振動びある 
♦ま両 び異常に傾く 

タイヤびパンクした場合は、タイヤを交換してください。（一 P . 210) 

■冠水 お走行に関ずるを意 

大雨などで冠水した道路では、なのよラな重大な損傷を与えるおそれびあるた 
め、走行しないでください。 

♦エンス トする 

♦電装 品びショートする 

♦水を 吸い込んでのエンジン破損 

万一、冠水した道路を走行し、水中に浸かってしまったとをはおずトヨタ販売 
店で;欠の点検をして < ださい。 

♦ブレーキの 効を具合 

♦エンジン、 トランスミッション、デイファレンシャルなどのオイルやフルード 
の量および質の変化 

♦プ □ペラシャフト、各ベア U ング、各ジョイント部などの涵滑不良 
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2-1 .運転のしかた 

エンジン（イグニッシヨン）スイッチ 


■エンジンをかける前に 



ぉ麵1 1燃料取り出しバルブの力 
ノ（一をはずす（一 P . 45) 

111 [互メインバルブ （ n) 、 U 
ターンバルブ（且）をゆつ 
くりと左にいっぱいまで 
まわして開< 




8已 




















2-1 .運転のしかた 


■エンジンのかけち 

►オートマチック車 



n パーキングブレーキびかかっ 
ていることを確認ずる 
曰シフトレバーび P の位置にあ 
ることを確認ずる 
曰ブレーキぺダ j レをしっかり踏 
む 

□ エンジンスイッチを" ON " の 
位置までまわし、 LPG 表示な 
び点灯（点滅）後消巧した b 
" START " の位置にまねず 
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2-1 .運転のしかた 


►マニュアル車 



n 正しい運転姿勢(一 P . 已 1) び 
とれるよラにシートの位置を 
調整し、ペダルの各位置を確 
認ずる 

曰パーキングブレーキびかかっ 
ていることを確認する 
且シフトレバーび N の位置にあ 
ることを確認ずる 
Q クラツチぺがレとブレーキぺダ 
ルをしっかり踏む 
曰エンジンスイツチを" ON " の 
位置までまわし、 LPG 表示な 
び点灯（点滅）後消灯した b 
" START " の位置にまねず 
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2-1 .運転のしかた 


■エンジンスイッチの位置 

□ LOCK " ( OFF ) 

-ステア U ング□ックがかかりま 
す。 

-キーを抜を挿しすることがありま 
す。（オートマチック車は、シフト 
レバーの位置が P のとを、キーを 
巧さ挿しでをます。） 

且 " ACC " 

オーディオなどの電装品が使用で 
さます。 

且 " ON " 

すべての電装品が使用でをます。 

□ START " 

エンジンが始動でをます。 


■ エンジンがかか！5ないとさは 

燃料過流防止弁び作動していることびありまず。次のことを行って 
<ださい。 

固画互燃料取り出しバルブのカバーをはずず（一 P . 4已） 

固画互左側のメインバルブをちにいっぱいまでまわして締めてか 
日、再度メインバルブを左に1/3〜1/2まわず 

ち側の U ターンノりレブは開けたままにしておいてください。 

固丽互エンジンを始動ずる 

エンジンび始動したら、左側のメインノりレブを左にいっぱいまでまわし 
て開けます。 

エンジンび始動しない場合の対処法は P . 220を参照してください。 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 


■キーを " ACC " か5 " LOCK " にまわずには 

►オートマチック車 

固画のシフトレバーび P の位置にあることを確認ずる 
固画[互キーを " LOCK " までまねず 
►マニュアル車 




八ンドルを左ちに動かしなびら、キーをま 
ねしてください。 


I キー巧を忘れ警告ブザー 

キーび挿してあり、エンジンスイッチび " ACC " または " LOCK " のとき、 
運転席ドアを開けると警告音び鳴ります。 

I エンジン始動時、エンジンスイッチを" ON " にして、 LPG 表示むび点滅した 
とさは 

一 P . 207 

I 走行中、 LPG 表示なが点滅したとさは（燃料を却システム装着車） 

一 P . 13乙，208 
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2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■エンジンを 始動ずるとさは 

必ず運転席に座って行ってください。このとをましてアクセルペダルは踏まな 
いで<ださい。思わめ事故につなび0、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 
t につなびるおそれびあ0ます。 

■走行 中の警告 

♦走行 中はエンジンを停止しないでください。エンジンび停止すると思わめ事故 
につなび0重大な傷害におよぶか、最悪の場合死 t につなびるおそれびあ0ま 
す。 

♦マニュアル まは、キーを " LOCK " の位置にするとキーび抜けることびありま 
す。キーび巧けると八ンドルびロックされ八ンドル操作びでをなくなり、思わ 
め事故につなびるおそれびあ〇を険です。 
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2-1 .運転のしかた 


A を意 

■バッテリー あがりを防ぐために 

エンジンびかかっていないとをは、エンジンスイッチを " ACC ’’または" ON ’’ 
にしたまま長時間放置しないでください。 

■エンジンを 始動ずるとを 

♦一度に 30砂!;(上スターターをまわさないでください。 

♦エンジンび; 令えた状態で空ぶかししないでください。 

♦もし エンジンび始動しにくかったり、ひんぱんにエンストする場合は、ただ 
ちにエンジンの点検を受けてください。 

■走行 中、 LPG 表示なが点滅したとさは（燃料を却システム非装着車） 

一 P . 208 
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2-1 .運転のしかた 

Stop & Start システム（アイドルストツプシステム）* 


赤信号や交通ミ抵帯で車両び停止中、燃費向上やアイドリング騒音低下 
のため、エンジンスイッチを操作ずることなく、エンジンを停止•始 
動させるシステムでず。 

固圆[五車両を完全に停止させる 




シフトレノ（一を P または N にずる 

エンジンび停止し、アイドルストップ表示なび点なします。 



ブレーキペダルを踏み込んだまま、シフトレバーを D または 
R にずる 


エンジンび始動し、アイドルストップ表示なび消なします。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
















































2-1 .運転のしかた 


日知識 
■作動を件 

なの条件びすべて満たされたとを 、 stop & Start システムび作動可能状態に 
なります。 

♦エンジンび十分暖まっているとを 
♦バッテ U —状態び良好であるとを 
参いったん走行したあと 

♦ち向指示な、または非常点滅灯び点滅していないとを 
♦運転席ドア、またはボンネットび閉まっているとを 
♦ブレーキブースター負圧び十分に高いとを 
♦エアコン調整ダイヤルび ECO の範囲にあるとを 

-エアコン調整ダイヤルの位置び ECO よりちの位置でち、エバポレータ（熱 
交換器）作動後の温度び約13でし U 下のとを 
なのとを 、 Stop & Start システムによるエンジン停止を行わない場合びあり 
ます。しばらく走行を行ってください。 

♦エンジン始動直後のため、エンジンび十分に暖まっていないとを 
♦バッテ U —び放電状態にあるとを 

♦エンジン;令却水温び80でをこえたあと、最初のアイドル時間び約10砂に満 
たないとを 

♦エンジンスイッチを " OFF " から " ON " にしたあと、約180砂に満た 
ないとを 

♦ Stop & Start システムによるエンジン始動のあと、消費した電力を回復し 
ているとを（約8〜180秒） 

■アイドルストップ時間表示 

一 P . 107, 108,109 
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2-1 .運転のしかた 


■ stop & Start システムび作動しているときは 


Stop & Start システム作動中、なのような状態になることびありますび、異 
常ではありません。 


♦エンジン停止中、八ンドル操作び重くなる 


♦エンジン停止中、オートドアの開閉び出来ない（オートドア装着車） 

♦エンジン停止中、インストルメントパネル助手席側から"シュー"といラ音 
びする（燃料;令却システム装着車） 

• エンジン始動時、オーディオび瞬間的に途切れる 


■ Stop & Start システムにより 
エンジンを停止ずるとさのシフトレバーの位置 

♦ P で停止したとさは、ブレーキペダルを踏まないでいると、エアコンのファ 
ン、 U ヤウインドウデフォッガーを停止し、バッテ U —の放電量の増加を抑 
制します。 

• N で連続して停止することはでをません。エンジンを再び始動させたあと、 

N の位置で停止を行ラには、シフトレバーを D にし、しばらくのあいだ走行 
する必要びあります。 

■ Stop & Start システムの解除 

Stop & Start システムによるエンジン停止中、なのときはエンジンび自動的 
に始動し、アイドルストップ表示なび点滅し、ブヴーび鳴ります。 

♦ブ レーキブースターの 負圧び着しくな下したとを 
♦傾斜などで車両び動を出したとを 

♦ポンピングブレーキをした D 、 フレーキペダルをさらに強く踏み込んだりし 
たとを 

■ Stop & Start システムによるエンジンの自動さ台動 

Stop & Start システムによるエンジン停止を約220砂し U 上継続した場合、自 
動的にエンジンび始動します。そのあと、約180砂は Stop & Start システ 
ムによるエンジン停止を行ラことはでをません。 
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2-1 .運転のしかた 


■アイドルストップ表示なび点滅したままのとをは 

システムの異常、またはスターターなどの交換時期び考えられますので、トヨ 
夕販売店で点検を受けて<ださい。 

■警告音と警告なについて 

stop & Start システムによるエンジン停止中、表示好-警告打および警告ブ 
ヴーびなのよラになったとさは、それぞれの対処ち法に従ってください。 


症が 

ご]で: r . 

などび点灯し、警 
告ブヴーび鳴つ 
た 


原因 

対処方法 

運転席ドア、またはボ 
ンネットを開けた 

運転席ドアおよびボンネットを確 
実に閉じ、エンジンスイッチでエ 
ンジンを始動させる 

ブレーキペダルを踏み 
込む前にシフトレバー 
を操作した 

シフトレノ（一を P または N にして 
から、手順3を操作する 
(一 P ' 92) & 1 

バッテ U —容量が低下 
した 

手順3を操作する（一 P . 92) 2 

外気温、燃料状態によ 
りエンジンの始動性の 
悪化び予想された 

手順3を操作する（一 P . 92) 2 


■曲 び点滅し、 
警告ブヴーび 
鳴った 


車両び動を出した場合には、ブレーキペダルの操作に関係なくエンジンび始動 
します。 

^2エンジンスイッチを操作してエンジンを始動させることちでをます。 
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2-1 .運転のしかた 


■ stop & Start システムによるエンジン停止びできないときは 

なの原因び考えられます。内容を確認のラえ処置を行って<ださい。なの対処 
ち法に従ってちエンジンび停止しないとさは、トヨタ販売店で点検を受けてく 
ださい。 


状態 

対処ち法 

暑いとさにエアコンを強;令にした 

エアコン調整ダイヤルを EC 日の範囲で 
あることを確認したあと、エバポレー 
夕（熱交換器）の温度が下がるまで、そ 
のまましばらく走行を続ける 

エンジンがオーバーヒートしている 

才ーノ くーヒートしたときは ^ P . 229 

方向指示な•非常点滅口を点滅させた 
まま車両を停止した 

方向指示口•非常点滅口を消口して、シ 
フトレバーを D または R にしてから、 

P にする 

エンジン回転中、運転席ドアまたはボ 
ンネットを開けた 

運転席ドアおよびボンネットを閉める 

ボンネッ h を開けたままエンジンス 
イッチによるエンジンの始動を行つ 
た 

ボンネットを閉め、いったんエンジン 
を停止したが態でエンジンを始動する 


■ Stop & Start システムの補助電源について 

Stop & Start システムでのエンジン始動時に、アイドルストップ時間や配車 
ナビゲーシヨンシステムのモニターび U セットされた場合、補助電源の故障び 
考えられます。トヨタ販売店で点検を受けてください。 


A 警告 

■坂道で 停車しているとさは 

傾斜によって車両び動を出すと、エンジンび自動的に始動するため、アクセル 
ペダルから足を離し、急発進にま意してください。思わめ事故につなびるおそ 
れがお0危険です。 
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2-1 .運転のしかた 

オート7チックトランス S ツシヨこ 


* 


状況に応じてシフトポジションをお選びくださし、。 
■シフトレバーの動かしち 



み、シフトレノ（ーボタン対甲したまま操作しまず。 


◄- シフトレノ（ーボタンを巧したまま操作しまず。 

P と D のあいだの操作は、ブレーキペダルを踏み、車を完全に停めてか5行って 
ください。 

■シフトポジシヨンの使用目的 


シフトポジション 

目的 

P 

駐車またはエンジン始動 

R 

後退 

N 

動力び伝わらない状態 

D 

通常走行* 

2 

坂道走行 

L 

急な下り坂走行 


&燃費向上や騒音の低減のために、通常は D を使用してください。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-1 .運転のしかた 


I 才ーパードライブ （0/ D ) スイッチ 

スイッチを ON にしておくとギヤび4速まで入り、燃費性能や静肅性を 
高めます。 

OFF にずると4速にはいらなくなり、下り坂での軽いエンジンブレー 
キや登り坂での不要な変速を防ぐ効果びありまず。 



DON 
旦 OFF 

OFF のとき才ーパ'-ドライブ OFF 表 
示なび点なします。 


■各シフトの速度限界 

エンジンを過回転させないためにさシフト位置での速度びじ(下に記載し 
てある数値をこえないよラにしてください。 


(km/h) 


シフト位置 

最高速度 

L 

50 

2 

106 
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2-1 .運転のしかた 


□知識 

■ リバース警告ブザー 

シフトレバーを R に入れるとブヴーび鳴り、 R にあることを運転者に巧らせま 
す。 

■シフトレバーを P か5シフトでさないとさは 

一口' 221 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因になりますので注意してください。 
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2-1 .運転のしかた 

7ニユアルトランスミッション* 



クラッチぺダ J レをしっかり踏みシフトレバーをゆっくり操作しまず。 

誤操作を防ぐため、已か日 R へは直接入れることびできません。 
いったん N に入れてか b R にいれまず。 


■各シフトの速度限界 

エンジンを過回転させないために各シフト位置での速度びじ(下に記載し 
ている数値をこえないよラにしてください。 


(km/h) 


シフト位置 

最高を度 


吕已 

2 

巨己 

吕 

100 

4 

13己 


100 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



















2-1 .運転のしかた 


A 警告 

■すべりやすい 路面では 

急なアクセル操作や、エンジンブレーキカの急激な変化び横すベりやスピンの 
原因になりますのでま意してください。 


運転するとをに 
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2-1 .運転のしかた 

方向指示レバー 



n 左折 
曰ち折 

且左側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまで左側ち向指示な 
び点滅します。 

□ ち側へ車線変更 
(レバーを途中で保持） 

レノ（一を離すまでち側方向指示な 
び点滅します。 


曰知識 
■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとさ 
■表示巧の点滅び異常に速くなつたとをは 

方向指示口の電球が切れていないか確認して<ださい。 
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2-1 .運転のしかた 

パーキングブレーキ 



n パーキングブレーキをかける 
ブレーキ ペダルを踏みなび 6、バー 
キングブレーキレバーをいっぱい 
まで引をます。 

曰パーキングブレーキを解除 
する 

レバーを少し引を上げ、ボタンを 
押しなびら完全に下までちどしま 
す。 


曰知識 

■I くーキングブレーキ未解除走行時警告ブザー 

-^ P . 204 

■冬季の パーキングブレーキの 使用に ついて 

「寒;令時の運転」 （^ P . 122) の記載を参照してください。 
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2-1 .運転のしかた 


A を意 
■駐車ず るとさは 

車から離れるとさは、おずパーキングブレーキをかけ、シフトレバーをオート 
マチック車は P 、 マニュアル車は平地や下り坂では R 、 上り坂では]速にして、 
車び動かないことを確認してください。 

■走行 前のを意 

パーキングブレーキを完全に解除してください。 

パーキングブレーキをかけたまま走行すると、ブレーキ部品び過熱し、ブレーキ 
の効をび悪くなったり、早く摩耗したりするおそれびあ D ます。 
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2-1 .運転のしかた 

ホーン （ 警音器) 


八ンドルの周辺部を巧ず 
とホーンびなりまず。 


曰知識 

■ A ンドル位置を調舊したあとは（チルトステアリング装着車） 

八ンドルび確実に固定されていることを確認してください。 
固定び不十分だとホーンび鳴らない場合びあります。（一 P . 37) 
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2-2 .メ ーターの見方 

計器類 


►タコメーター装着車 



n スピードーター 
車両の走行速度を示します。 

曰タコ >(ーター 

毎分のエンジン回転数を示します。 

且燃料計 

燃料残量を示します。 

Q 表お切りかえボタン 

オドメーター/卜 U ップーター/アイドルストップ時間（才ートマチック車）の 
切0かえがでをます。 

• 卜 U ップ ーター表示中に押し続けると、走行距離び日にちどります。 

• アイドルストップ時間表示中に押し続けると、アイドルストップ時間び日に 
ちど0ます。 
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2-2. メーターの見方 


且オドメーター/卜 U ップメーター/アイドルストップ時間讨ート 
マチック車） 

♦オド メーター 

走行した総距離を表示します。 

• トリップメーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。 

区間距離は、卜 U ップ A 、 卜 U ップ B の吕種類で使い分けることびでをます。 

♦アイドルストップ時間 

Stop & Start システムによってエンジンを停止した時間を表示します。 

□ 水温計 

エンジンをま P 水の温度を示します。 
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2-2. メーターの見方 


►タコ六ーター非装着車 


n 



n スピードー ター 
車両の走行速度を示します。 

曰表お切りかえボタン 

オドメーター/卜 U ップメーター/アイドルストップ時間(オートマチック車) 
表示の切りかえがでをます。 

• 卜 U ップ ーター表示中に押し続けると、走行距離び日にちどります。 

• アイドルストップ時間表示中に押し続けると、アイドルストップ時間び日に 
ちど0ます。 

0オド夕一/卜 U ップ>夕一/アイドルストップ時間はート 
マチック車） 

•オド一夕一 

走行した総距離を表示します。 

♦ 卜 U ップ ーター 

U セットしてからの走行距離を表示します。 

区間距離は、卜 U ップ A 、 卜 U ップ目の2種類で使い分けることびできます。 

♦アイドルストップ時間 


Stop Si Sta けシステムによってエンジンを停止した時間を表示します。 
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2-2. メーターの見方 


□ 燃料計 

燃料残量を示します。 

且水温計 

エンジンをま P 水の温度を示します。 


f 表示切りかえボタン 

ボタンを巧ずごとに次のよラに切り替わりまず。 

n オド メーター 
曰卜 U ップ メーター 八※ 

且卜 U ップ メーター 巨 X ’ 

Q アイドルストップ時間 
(オートマチック車） X ’ 

^巧し続けると0にもどります。 


A ま意 

■ エンジンや構成部品への損傷を防ぐために 

♦タコ メーターの針びレツドゾーン（エンジンの許容回転数を超えている範囲） 
に入らないよラにしてください。（タコメーター装着車） 

♦水温 計の針び H のレツドゾーンに入ったときは、オーバーヒートのおそれびあ 
るので、ただちに安全な場所に停車してください。（一 P . 229) 
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2-2 .メ ーターの見方 

表示な/警告な 


メーター内の表示灯-警告灯でお車の状況をお知らせしまず。 

►タコメーター装着車 



►タコメーター非装着車 
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2-2. メーターの見方 


表示な 

システムの作動状況を表示しまず。 




ID 


お） 


LPG 

0/D 

OFF 


方向指示表示灯 
(^P. 102) 

へッドライト 

上向き表示な （^ P . 11 3 ) 

フォグライト表示灯* 

(^ P . 11 5) 

LPG 表示口 UP . 207 ) 

オーバードライブ日 FF 
表示な* (^ P . 98 ) 

アイドルストップ表示む* 
(一 P . 77 ,目 2 ) 


0 ^ [ 21 回圆回凹〕 


シフトポジション表示口（タコ一 
ター装着車）（一 P . 目 7 ) 


间 


シフトポジション表示口 
(タコメーター非装着車） 
UP . 97 ) 


I 警告な 

万一のシステム異常などを警告します。 （^ P . 204) 


(①) 


口 



か 

(唆!） 

を 


み 


弓’、 

m 


^作動確認のためにエンジンスイッチを"日 N " にすると点なし、数秒後ま 
たはエンジンをかけると消灯します。点なしない場含や点灯したままのとさ 
はシステム異常のおそれがあります。トヨタ販売店で点検を受けてくださ 
O '!。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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2-2. メーターの見方 


A 警告 

■ ま全装置の警告なが点なしないときは 

ABS や SRS エアバッグなどのま全装置の警告灯び、エンジンスイッチを" ON ’’ 
にしても点なしない場合や点なしたままの場合は、事故にあつたとをに正しく 
作動せず、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。ただちにトヨタ販売店で点検を受けて< ださい。 
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2-3. ライト①つけ方-ワイパーの使い方 

ライトスイッチ 


へッドライトなどを点'灯できまず。 



八イビームにずるには 



n ライト点好時、レバーを前方に 
押すと、八イビームに切りかえ 
レバーをちとの位置へちどすと□一 
ビームにちどります。 

曰レバーを引いているあいだ、八 
イビームが点打 

ライトが消灯していてち、八イビーム 
び点灯します。 

レバーを離す と、 □ービームにもど 
る、または消灯します。 
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2-3. ライトのつけ方.ワイパーの使い方 


I 手動光軸調壁ダイヤル 

乗車人数や荷物の量などによる車の姿勢の変化に合わせて、へッドライト 
の光軸を調整することびでさまず。 



n 上向さに調整 
0下向をに調整 


■ 目盛り設定の目安 


柔員と荷物の条件 

ダイヤル位置 

柔員 

荷物 

運転者 

なし 

0 

運転者と助手席柔員 

なし 

0 

全柔員 

なし 

1.己 

全柔員 

トランクルーム満載時 

2 

運転者 

トランクルーム満載時 

己 


A ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジンを停止した状態でライトを長時間点なしないでください。 
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2-3. ライト①つけち-ワイパーの使い方 

フォグライトスイツチ* 


雨や霧などの悪天暢下で視界を確保しまず。 

点打/消な 



曰知識 
■点なを件 

へッドライトまたは車幅灯び点なしているとさに使用でをます。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




















2-3. ライト①つけ方-ワイパーの使いち 

ワイパー&ウォッシャー 


INT を選択しているとき、間欠作動の頻度を調壁ずることびできまず。 



n 間欠作動 （ INT ) 
曰ほ速作動 ( L 0) 
0 高速作動 （ HI ) 


□ 間欠ワイパーの作動頻度(減) 
且間欠ワイパーの作動頻度(増) 


116 
















2-3. ライトのつけち.ワイパーの使い方 


□ ウォッシャーミ仪を出す 
ワイパーが連動して作動します。 


目知識 — 

■作動を件 

エンジンスイッチが " ON " のとを 

■ウォッシャー液が出ないときは 

ウォッシャー液量が不足していないのにウォッシャー液が出ないときは、ノ刀レ 
のつまりを点検してください。 


A ま意 

■フ □ントウインドウガラスび乾いているときは 

ワイパーを使わないでください。 

ガラスを傷付けるおそれびあ0ます。 

■ウ ォッシャー液び出ないときは 

ウォッシャースイッチを操作し続けないでください。 
ポンプび故障するおそれびあります。 

■ノズルび つまったときは 

ピンなどで取り除かないでください。 

ノズ J レび損傷するおそれびあります。 
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2-4. その他の走行装置の使い方 

運乾を補助する装置 


走行の安を性や運転性能を高めるため、走行状況に応じて次の装置び 
自動で作動しまず。ただし、これらの装置は補助的なちのなので、過 
信せずに運転には十分にま意してください。 


■ ABS (アンチ □ッ クブレーキシステム） 

急ブレーキ時や、すべりやすい路面でのブレーキ時にタイヤの□ックを防ざ、 
ス I 」ップを抑制します。 

■ブレーキアシスト 

急ブレーキ時などに、より大をなブレーキカを発生させます。 


口知識 

■ ABS 、 ブレーキアシストの作動音と振動 

♦エンジン始動時や発進直後、フレーキを繰り返し踏んだとさに、エンジン 
ルームから作動音び聞こえることびあ D ますび、異常ではありません。 

♦上記のシステムび作動すると、なのよラな現象び発生することびあります 
が、異常ではおりません。 

-車体や八ンドルに振動を感じる 

-車両停止後ちモーター音が聞こえる 

- A 目 S の作動時に、ブレーキペダルがル刻みに動< 

- A 目 S の作動終了後、ブレーキペダルがかし輿に入る 
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2-4. その他の走行装置の使い方 


A 警告 

なの状況では、事故び起を、その結果重大な傷害を受けたり、最悪の場合死こに 
つなびるおそれびあります。 

■ ABS の効果を発揮できないとき 

♦タイヤの グ U ップ性能の限界を超えたとを 

♦雨で めれた路面やすべりやすい路面での高ま走行時に、八イドロプレーニング 
現象び発生したとを 

■ ABS び作動ずることで、制動距離び通常よりも長くなるとき 

ABS は制動距離を短<する装置ではありません。なの状況では、常に速度を控 
えめにして前車とま全な車間距離をとってください。 

♦ミ 尼、砂利の道路や積雪路を走行しているとを 

♦タイヤ チェーンを装着しているとを 

♦道路の つなざ目など、段差を越えたとを 

♦凹凸の ある路面や石だたみなどの悪路を走行しているとを 

■タイヤを 交換するときは 

4輪とも指定されたサイズで、同じメーカー、ブランド、トレッドパターン 
(溝模様）のタイヤを使用し、推奨された空気圧にしてください。（一 P . 242) 
異なったタイヤを装着すると、 ABS び正常に作動しません。 

タイヤ、またはホイールを交換するとをは、トヨタ販売店に相談してください。 
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2-5. 様々な状況での運転 

巧物を積むとまの注意 


安まで快適なドライブをずるために、荷物を積むときは次のことをお 
守りください。 

• できるだけ荷物はトランクに積む 

♦荷物び安全な位置に置かれているか確認ずる 

♦走行中のバランスを維持ずるために重さび偏らないよラに積む 

• 燃費び悪化しないよラにずるために、不要な荷物は積まないよラに 
する 
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2-5. 様々な状況での運転 


A 警告 

■積んで はいけないちの 

なのよラなちのを積むと引火するおそれびありを険です。 

♦燃料び 入った容器 
参 スプレー宙 

■荷物を 積むときは 

♦なの 場所には荷物を積まないで<ださい。 

お守りいただかないと、ブレーキ' アクセルペダルを正しく操作でをなかった 
り、荷物び視界をさえざったり、荷物び柔員に衝突したりして、思わめ事故に 
つなびるおそれびあ0ます。 

-運転席足元 

-助手席や後席（荷物を積み重ねる場合） 

. パッケージトレイ 
-インストルメントパネル 
. ダッシュボード 
-フタのないル物入れ/トレイ 
♦室内に 積んだ荷物はすべてしっかりと安定させてください。 

ま定していないと、急ブレーキや事故の際に巧げ出され、柔員を傷付けるおそ 
れびあります。 

■荷物の 重量-荷重のかけちについて 

♦荷物を 積み過ぎないで<ださい。 

♦荷重を 不均等にかけないよラにしてください。 

これはタイヤに負担をかけるだけでなく、八ンドル操作性やブレーキ制御の化 
下により思わめ事故につなび0 、 重大な傷害を受けるか最悪の場合死 t につな 
びるおそれびあります。 
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2-5. 様々な状況での運転 

寒を時の運お 


寒;ち時に備えて、準備や点検など正しく処置していただいた上で適切 
に運転してください。 

■ をの前の準備 

♦次のをのはそれぞれ外気温に適したをのをお使いください。 

-燃料 

-エンジンオイル 
-ウォッシャーあ 

♦バッテ U —の液量-比重を点検してください。 

♦を用タイヤ （4 輪）やタイヤチェーン（後部タイヤ用）を用意し 
て < ださい。 

タイヤは4輪とち指定サイズで同一銘柄のちのを、タイヤチェー 
ンはタイヤサイズに合ったちのを用意してください。 

(タイヤについて:一 P .163) 


■ 運転する前に 

状況に応じて次のことを行ってください。 

♦ドアやワイパーび凍結したとさは無理に開けたり動かしたりせ 
ず、めるま湯をかけるなどして氷を溶かし、ずぐに水分を十分に 
拭さ取って< ださい。 

• フ□ントウインドウガラス前の外気取り入れ口に雪び積をって 
いるとさは、エアコンのフアンを正常に作動させるために、雪を 
取0除いて < ださい。 

• 足まわりに氷び付いているとさは、氷を取り除いてください。 

♦フェンダー部分やブレーキ装置に雪や氷び付いているときは、 
取0除いて < ださい。 
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2-5. 様々な状況での運転 


■運転するとをは 

ゆっくりスタートし、控えめな速度で走行してください。 

■駐車するとさは 

ノ（ーキングブレーキをかけると、ブレーキ装置び凍結して解除でさ 
な<なるおそれびあ0まず。パーキングブレーキはかけずに、シフ 
トレバーをオートマチック車は P 、 マニュアル車は下りあでは R 
上り坂では]速に入れて駐車し、輪止めをしてください。 


白知識 

■寒を地用ワイパーブレードについて 

♦降雪期に使用する寒;令地用ワイパーブレードは、雪び付着するのを防ぐため 
に金属部分をゴムで覆ってあります。トヨタ販売店で各車指定のブレードを 
おホめください。 

♦高を走行時は、通常のワイパーブレードよりガラスび H を取りにくくなるこ 
とびあります。その場合には速度を落としてください。 

■タイヤチェーンについて 

取り付け-取りはずし-取り扱いち法につしてはなの指示に従ってください。 

-を全に作業でをる場所で行ラ 
-後2輪に取り付ける 

-タイヤチェーンに付属の取扱説明書に従ラ 
-取り付け後0.已~ 1.0 km 走行したら締め直しを行ラ 

■燃料について 

• LPG まはか気温び低温になると燃料び十分に気化でをず、始動性び悪くなる 
可能性びあります。 

寒;令地では、現地に着いたらでさるだけ早<寒;令地用燃料を補給して<ださ 
い。 

♦寒;令地では、化温でち気化しやすいプロパン率（燃料のプロパン割合）のを 
い燃料を販売しています。 
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2-5. 様々なげ況での運転 


A 警告 

■を 用タイヤ装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、車両のコント□ールび不能とな D 、 重大な傷害を受け 
た0、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあ0ます。 

♦指定 サイズのタイヤを使用する 
♦空気 圧を推奨値に調整する 

♦お使いになる を用タイヤの最高許容速度や制限速度をこえる速度で走行し 
ない 

■タイヤ チェーン装着時の警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、ま全に車を運転することびでをずに、思わめ事故につ 
なびり、重大な傷害を受けたり、最悪の場合死 t 事故につなびるおそれびあり 
ます。 

♦装着した チェーンに定められた制限速度、もしくは30 km / h のどちらか化い 
ちをこえる速度で走行しない 

♦路面の 凹凸や巧を避ける 
♦急 八ンドル、急ブレーキを避ける 

♦カーブの 入り□手前で十分減速して車のコントロールを失ラのを防ぐ 

■駐車 時の警告 

パーキングフレーキをかけずに駐車するとをは、必ず輪止めをしてください。 

輪止めをしないと、車び動を思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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2-5. 様々な状況での運転 


A を意 

■タイヤ チェーンの使用について 

• トヨタ純正タイヤチェーンのご使巧をおすすめします。 

トヨタ純正品しソがのタイヤチェーンの中には、使用すると、車体にあたり、走 
行のさまたげとなるおそれびあるちのちあります。 

詳しくはトヨタ販売店にご相談ください。 

♦フル ホイールキャップ装着まは、ホイールキャップをはずしてからタイヤ 
チェーンを取り付けてください。ホイールキャップを付けたままタイヤチェー 
ンを取り付けると、ホイールキャップに傷び付くことびあります。 

♦アル 5ホイール装着まは、タイヤチェーンを取り付けるとホイールに傷び付く 
ことびあ0ます。 

■フ □ントウインドウガラスに付いたかを除去ずるときは 

たたいて割らないで < ださい。 

ウインドウガラスの内側（車内側）び割れるおそれびあります。 
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2-5. 様々なげ況での運転 
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3-3. 室内'なのつけ方 

室内な一覧 . 

-インテ IJ アライト 
-曰報な . 


3-4. 収納装備の使い方 

収納装備一覧 . 143 

-グ□—ブボックス . 144 

-コンソールボックス . 145 


-助手席シートアンダートレイ 
. 146 


ま巧装備のほい方 3 


3-1 .エアコン.デフオッガーの 


使い方 

マニュアルエアコン . 128 

U ヤウインドウデフ ォッ ガー 
(曇0取 0). 134 

3-2. オーディオの使い方 

オーディオの種類 . 13已 

ラジオの使い方 . 137 

快適に聞くたがに . 139 


3-5. その他の室内装備の使い方 


サンバイヴー . 147 

バニティミラー . 148 

時計 . 14日 

灰皿 . 1已〇 

アクセヴ U —ソケット . 1已1 

アームレスト . 1已2 

フ□アマット . 1 已 3 

清掃用具入れ . 1已4 

サービスコネクター . 1已已 


が 
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3-1 .エアコン.デフォッガーの使し、方 

7ニユアルエアコン 


吹き出し □ 

切りかえレバー ホットゾーン エアコン調整ダイヤル 



ヒーター 調整 レバー 


I エアコンの設定 

■風量を変えるには 

ファン調整ダイヤルをまわず 

ちへまわすほど強風になります。 OFF の位置にすると送風び停止します。 

■冷房の強さを変えるには 

エアコン調整ダイヤルをまわず 

ちへまわすほど強;令（除湿）になります。 OFF の位置にするとを房び停止します。 
を房び停止している場合は送風または暖房で使用でさます。 
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温度を変スるには 

エアコン調整ダイヤルとヒーター調整レバーで調整ずる 

エアコン調整ダイヤルをちへまわすほど強;令になります。 
ヒーター調整レノ（一をちへ操作するほど暖かくなります。 

吹き出し□を切りかえるには 

吹き出し口切りかえレノ（一を操作して吹き出し口を遇ぶ 



上半身に送風 


BT031AB002 



上半身と足元に送風 



足元に送風 


室内装備の使い方 


く I コ：ヒーター調整レバーが左端（白色の範囲）にあるとを 
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. エアコン-デフ ォッ ガーの使い方 



■ が気導入-内気循環を切りかえるには 

内外気切りかえレノ（一を左ちに操作ずる 

内気循環に切りかえるにはご^にします。 
外気導入に切りかえるには 冷 にします。 


フ□ントガラスの量りを取るには 



吹さ出し口切りかえレバーを 
^、内夕1•気切りかえレバーを 

さ 、 ヒーター 調整レバーを 
ホットゾーンにずる 

吹き出し□切りかえレバーを * P 
にすれば曇りを取るのと同時に足元 
にわ送風します。 

エアコン調整ダイヤルをちへまわし 
て除湿すると曇りび早く取れます。 
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<!コ：ヒーター調整レバーび左端（白色の範囲）にあるとを 



























































プラズマクラスター®を使ラには 


フアン調整ダイヤルをまわしてフアンを作動させる 

ファンび作動すると、自動的にプラズマクラスター®び作動します。 


風向きの調壁と吹き出し□の開閉 



n 風向さの調整 
曰左ち吹さ出し□の開閉 


曰知識 


■内気循環について 

♦トンネル内やを浦などで、巧れたが気を車内に入れた<ないとをや、早<;令 
暖房したいとを、外気温び高いとさの;令房効果を高めたいとさに内が気切り 
かえレノ（一をにすると効果的です。 

♦長時間内気循環を使5とガラスび曇る場合びあります。 

■が気温度び0 ‘ C 1 •ソ下のとを 

エアコン調整ダイヤルをちへまわしてち、を房にならない場合びあ D ます。 


.エアコン.デフォッガーの使い方 


室内装備の使い方 
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3-1. エアコン-デフォッガーの使い方 


■のき出し□を*夕にしたとを 

頭寒足熱を目的とした吹を出しのため、ヒーター調整レバーの位置によっては、 
足元に送られる風び上半身に送られる風より暖められて送風されます。 


■足元だけに送風ずるには 

吹き出し□切りかえレバーを*夕と Vii の中間位置にすると、上半身と窓ガ 

ラスへの 送風を停止し、足元だけに送風することびできます。 

■ stop & Start システムについて（才ートマチック車） 

♦ Stop & Start システムを作動させるには、エアコン調整ダイヤルを ECO の 
範囲にしてください。 

♦ Stop & Start システムによるエンジン停止中、エアコンの効きび悪いとき 
はエンジンを始動してください。 

■燃料を却システムについて（燃料冷却システム装着車） 

♦走行中、 LPG 表示なび点滅したときは、自動的に燃料;令却システムび作動し 
ます。燃料;令却システムび作動すると、ファン調整ダイヤルとエアコン調整 
ダイヤルび OFF でも自動的にエアコンび作動し、送風されます。エアコン 
調節ダイヤルをちいっぱいにまわすと;令却機能を最大にすることびでをま 
す。車室温度び化下した場合は、ヒーター調整レバーで調整して<ださい。 

♦エンジンスイッチを " OFF " にしたとをや、エアコンを停止したときにイ 
ンストルメントパネル助手席側から"シュー"とい5音び聞こえる場合びあ 
りますび、異常ではありません。"シュー"といラ音はしばらく聞こえるこ 
とちあります。 


■ プラズマクラスター®について 

♦運転席側吹を出し□付近で静電気を感じたり、ルさな作動音び聞こえること 
びありますび異常ではありません。 

♦プラズマクラスター、プラズマクラスタ ー- r オンおよび Plasmacluster は 
シャープ株式会社の商標です。 
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■エアコンの臭いについて 

♦エアコン使用中に、ま室内がのさまざまな臭いびエアコン装置内に取 D 込ま 
れて混ざり合うことにより、吹き出し□からの風に臭いびすることびありま 
す。 

♦エアコン始動時に発生する臭いを抑えるために、駐車時はか気導入にしてお 
<ことをおすすめします。 


A 警告 

■フ □ントガラスの量りを防止ずるために 

湿度び非常に高いとさにエアコンを化い設定温度で作動させているとをは、吹 

を出し□切りかえレノ（一を^の位置に合わせないでください。 

外気とガラスの温度差でガラスのが側び曇り、視界をさまたげる場合びありま 
す。 

■ プラズマクラスター®について 

♦プラズマ クラスター®は、高電圧を利用しています。を険ですので、修理など 
は必ずトヨタ販売店にご相談ください。 

♦運転席 側吹を出し□付近にスプレーを噴霧したり、棒などの異物を挿入したり 
しないでください。故障や感電の原因となります。 


A ミち意 

■バッ テリーあげりを防ぐために 

エンジン停止中 （stop & Start システム作動中を除く）はエアコンを使用し 
ないで < ださい。 


. エアコン.デフォッガーの使い方 


室内装備の使い方 
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3-1 .エアコン.デフォッガー①使い方 

リヤウインドウデフォッガー（量り取り) 


リヤウインドウの量りを取るときにお使いくださし、。 


ON/OFF 

巧すごとに ON / OFF に切り替わ 
り、作動中はインジケーターび点な 
します。 

U ヤウインドウデフ ォッガーと ミ 
ラーヒーター#は、約1已分で自動 
的に OFF になります。 



曰知識 
■作動を件 

エンジンスイッチび " ON " のとを 

■ S ラーヒーターについて 

U ヤウインドウデフ オッ ガーを ON にするとミラーヒーターも同時に作動しま 
す。 


A 警告 

■5 ラーヒーター作動中の警告 

アウター5ラーの表面び非常に熱くなります。やけどをするおそれびあるので 
ふれないで < ださい。 


/?\ ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

連続して長時間使用すると、バッテ U - あびりの原因になります。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 

















タイトル 

参照ページ 

ラジオの使いち 

P . 137 

快適に聞くために 

P . 139 


曰知識 

■携帯電話の使用 

オーディオを聞いているとをに、車内または車の近くで携帯電話を使用した場 
合、オーディオのスピーカーから雑音び聞こえることびあります。 


* :車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


► AM / FM ラジオ 



► AM ラジオ 



3-2. 才ーデイオの使い方 

オーデイオ*の種類 


室内装備の使い方 


13己 



































































































3-2. オーディオの使い方 


A を意 

■バッテリー あげりを防止ずるために 

エンジン停止中にオーディオを長時間使用しないでください。 
■才ー デイオの取り扱いについて 
オーデイオに飲みものなどをこぼさないよラにま意してください。 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

ラジオの使い方 


► AM / FM ラジオ 



► AM ラジオ 



、3己口 

造局 


周波数の探索 


室内装備の使い方 
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3-2. オーディオの使い方 


[放送局を記憶させる 


お Ml IAM / FM ラジオは 


TUNE 


の A (高い周波数）または y (な 


い周波数）、 AM ラジオは ( 


離' 


( 高い周波数）または 


(ほい周波数）を巧して、お好みの放送局を探ず 


"ピッ"と音び鳴るまで巧すと、自動で受信巧能な周ミ皮数を還択します。 


HI 互記憶させたいスイッチを"ピッ"と音び鳴るまで巧ず 

-1 I 〇 〇 

AM/FM ラジオは 1 〜 5 、 am ラジオは~ II~ 1) を巧し 


ます。 


白知識 

■バッテリーとの接続び断たれたとさは 

AM/FM ラジオは1 〜 5 、 AM ラジオは rni - に設定され 

-1 I-1 ^ - II II - ぶ 

ていた放送局び消まされます。 

■受信感度について 

アンテナの位置びそのとさどをでかわるため、電波の強さびかわったり、障害 
物や電車、信号機などの霞響により良好な受信状態を保つことび難しい場合ち 
あります。 
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3-2. 才ーデイオの使い方 

快適に聞くために 


最適な音質と音量バランスで聞くために設定を変更ずることびでき 


まず。 

► AM / FM ラジオ 



► AM ラジオ 



ツマ S を手前にひいてか 5、 左 
ちにまわず 

左側にまわすと助手席側、ち側に 
まわすと運転席側の スピーカーの 
音量び大を< なります。 


ツマ S を左ちにまわず 

左側にまわすとほ音び強調され、 
ち側にまわすと高音び強調され 
る。 


ツ7三を左ちにまわす 

左側にまわすと低音び強調され、 
ち側にまわすと高音び強調され 
る。 


室内装備の使い方 
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3-3. 室内な①つけち 

ま巧好一覧 



曰日報な（一 P . 1 42) 

且ドア カーテシ ライト （ U ヤ左側ドア) 
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3-3. 室内灯のつけ方 



インテ U アライト 



DON (点打） 

日 OFF 

且 DOOR (ドア連動） 


曰知識 


■インテリアライトについて 

DOOR の位置にしておくと、フ□ントドア- U ヤドアの開閉に連動して点な 
消口します。 


室内装備の使い方 
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3-3. 室内灯のつけ方 


曰報幻 


[日報口 



目知識 

■曰報なを点なさせると（タコメーター非装着車） 

♦メーター照明び点なしているとさに曰報なを点なさせるとオドメーター/ 
卜 U ップメーター/アイドルストップ時間（オートマチック車）の照明びよ 
D 巧るくなります。 

♦ メーター照明び消なしているとさに曰報なを点なさせるとメーターの照明 
び点なします。 


イ\ ま意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止時は長時間点なしないでください。 
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3-4. 収納装備の使いち 

収納装備一覧 



曰目力手席シートアンダートレイ* (一 P .146) 
H グ□-ブボックス（一 P .144) 


A 警告 

■収納 装備に放置してはいけないちの 

メガネ、ライターやスプレー宙を収納装備内に放置したままにしないでください。 
放置したままでいると、なのよラなことび起こるおそれびありを険です。 

♦室温び 高くなったとさの熱や、他の収納物との接触などによ D、 メガネび変お 
やひび割れを起こす 

♦室温び 高くなったとさにライターやスプレー吿び爆発したり、他の収納物との接 
触でライターび着义したりスプレー宙のガスびちれるなどして火災につなびる 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使いち 


グ□ーブボックス 


[グ□-ブボックス 



白知識 — 

■グ□ーブボックスライト*について 

車幅巧び点なしているとを、グローブボックスを開くとライトび点打します。 


A 警告 
■走行 中の警告 

グローブボックスを必ず開じてください。 

急ブレーキや急旋回時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたち 
のび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




















3-4. 収納装備の使い方 



コンソールボックス 



レノ（一を引いてフタを持ち上げる 


A 警告 


I 走行中の警告 

コンソールボックスのフタを必ず閉じてください。 

急ブレーキ時などに、開いたフタに体びあたったり、収納していたちのび飛び 
出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


室内装備の使い方 
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3-4. 収納装備の使いち 


助手席シートアンダートレイ 


(助手席シートアンダートレイ* 



A 警告 
■走行 中の警告 

シートアンダートレイを引をだしたままにしないでください。 

急ブレーキ時などに、引を出したシートアンダートレイに体びあたったり、収 
納していたちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険 
です。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 










3-5. その他の室内装備の使い方 

サンバイザー* _ 


n 下ろす 

B 下ろした状態でフックからは 
ずし、横へまわず 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 

バニテイミラー* 



カバーを開けて使用します。 
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:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











3-5. その他の室内装備の使いち 

時計* 


► デジタル式 

n " 時"を調整ずる （ H ) 

曰"分"を調整ずる （ M ) 

且"分"を00にずる※(:〇〇) 

※(例）1:00〜1:29 ^ 1:00 
1:30〜1:已9 ^2:00 


時計を調整ずるとさは、ツマ S 
をひいたまま左ちにまわしま 
す。 


曰知識 

■時刻が表示されるとき（デジタル式） 

エンジンスイッチが " ACC " または " ON " のとを 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 




室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 

灰皿 



A 警告 

■使用を について 

灰皿を必ず閉じて < ださい。急ブレーキ時などに、開いた灰皿に体びあたったり、 
中のちのび飛び出したりして、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 

■出义 を防ぐために 

♦マッチ、 タバコなどの火は完全に消してから灰皿の中に入れ、確実に開めて 
<ださい。 

♦灰皿の 中に紙くずなどの燃えやすいちのを入れないでください。 


1已〇 
















































3-5. その他の室内装備の使いち 

アクセヴ IJ — ソケット 


12 V10 A 未満の電気製品を使ラとさの電源としてお使いくださ 
し、。 



白知識 
■使用を件 

エンジンスイッチび " ACC ’’または" ON ’’のとを 


A 迂意 

■シヨー トや故障を防ぐために 

ソケットに異物び入ったり、飲料水などびかかったりしないよラに、使用しな 
いとをは、フタを閉めておいてください。 

■ヒュ ーズび切れるのを防ぐために 

DC 12 V で最大電流10 A (最大消費電力1 20 W ) し i (上の電気製品を使用しな 
いでください。 

■バッテリー あがりを防止ずるために 

エンジンを停止した状態でアクセヴ U —ソケットを長時間使用しないでくださ 
い。 


室内装備の使い方 


1已1 






















































3-5. その他の室内装備の使いち 

アームレスト* 



倒して使用します。 


A ま意 

■アーム レストの破損を防ぐために 

過度の負荷をかけないで<ださい。 


1已2 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 











3-5. その他の室内装備の使いち 

フロアマット 


お車（年式）専用のちのを、フ□アカーペットの上にしっかりと固定 
してお使いください。 


フ□アマット付属の固定フック 
(クリップ）を使用して固定して 
<ださい。 

固定フック（クリップ）の形状お 
よびフ□アマットの固定方法はイ 
ラストと異なる場合びあります。 
詳しい固定ち法はフ□アマット付 
属の取扱書をご確認ください。 


A 警告 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、フ□アマットびずれて運転中に各ペダルと干渉し、思わめス 
ピードび出たり車を停止しにくくなるなど、重大な事故につなびるおそれびあります。 

■運 面席にフ□アマットを敷くときは 

• トヨタ純正品であってち、他車種および異なる年式のフ□アマットは使用しない 
♦運転席 専巧のフ□アマットを使用する 

♦付属の フック（クリップ）を使って、常にしっかりと固定する 

♦他の フ□アマット類と重ねて使用しない 

♦フロア マットを前後逆さまにしたり、裏返して使用しない 

■運転ず る前に 

♦フロア マットびすべての固定フック（ク 
リップ）で正しい位置にしっかりと固定 
されていることを定期的に確認し、特に 
洗車後は必ず確認を行5 

♦エンジン 停止およびシフトレノ（一び P のが態 
で、各ペダルを奥まで踏み込み、フロアマッ 
卜と干渉しないことを確認ずる 




室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使いち 

清掃用具入れ 



ラゲージマツトのち側をめ<る 
と、中に清掃用具などを入れる 
スペースびありまず。 


1已4 





3-5. その他の室内装備の使いち 

サービスコネクター 


タクシー機器を取り付けるときは、ヴービスコネクターを利用してく 
ださい。その場合には、配線図に従い、正しく結線してください。 



室内装備の使い方 
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3-5. その他の室内装備の使い方 


専用ヒユーズび設定してありまず。（一 P . 183) 

またワイヤー八ーネスの取りまわしには十分ま意してください。 

ルーフターンライトを付ける場合は U レーを取り付けてください。 

n ルーフターンライト用（青色） 

曰料金メーター用（青色） 

曰無線機用（憧色） 

Q タコグラフ用（青色） 

且社名な、防犯な巧 （ 青色） 

0 配車ナビゲーシヨンシステム用（青色） 


□知識 


■配車ナビ ゲー シヨンシステム用 コネクター 

補助電源に接続し 、 Stop & Start システムでのエンジン始動時の電圧低下を 
防ぎます。 


1已6 






お手入れのしかた 4 


4-1 .お手入れのしかた 


外装の手入れ . 1已8 

内装の手入れ . 161 

タイヤについて . 163 


4-2. 簡単な点検-部品交換 


ボンネット . 166 

ガレージジャッキ . 169 

電球（バルブ）の交換 ......... 171 

ヒューズの点検、交換 ......... 183 

ウォッシャー液の補給 . 190 

エアコンフイルターの 
清掃、交換 . 191 


1已7 












4-1 .お手入れのしかた 

外装の手入れ 


お手入れは、巧の項目を実施してください。 

♦水を十分かけなびら車体、足まわり、下まわりの順番に上か日下へ 
巧れを洗い落とす 


♦車体はスポンジやセーム皮のよラな柔日かいちので洗ラ 
• 巧れびひどいとさはカーシャンプーを使用し、水で十分洗い流ず 
• 水を拭さ取る 

• 水のはじきび悪くなったときは、ワックスびけを行う 

ボデーの表面の巧れを落としてち水び玉状にな5ないとさは、車体の温度びを 
えているとを（およそ体温!; TF を目安としてください）にワックスをかけます。 

なお、ボデーコート、ホイールコート、ガラスコートなどトヨタケミ 
カル商品を施工された場合は、お手入れ方法び異なりまず。詳し<は 
トヨタ販売店にお問い合わせください。 


□知識 

■自動洗車機を使うときは 

♦自動洗車機に入れる前に、車両の補給□びしっかり閉まっていることを確認 
してください。 

♦ま両前側から洗車してください。ドア=ラー装着車は、ドア=ラーを格納し 
てください。また走行前は必ずドア5ラーを復帰状態にちどしてください。 

♦ブラシで車体に傷び付を、塗装を損なラことびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 


■高圧洗車機を使うときは 

♦車内に水び入るおそれびあるため、ノズルの先端をドアガラスやドア巧付近 
に近付けすざないでください。また、洗車の前に補給□びしっかり閉まって 
いることを確認してください。 

♦駆動系部品（ディファレンシャルギヤなど）のベア U ングやオイルシール部 
品に近付けすざないでください。 

近付けすざると、水圧び高いため、内部への水入りやグ1」ス流出により、性 
能び劣化するおそれびあります。 

■アル5ホイール* 

♦中性洗剤を使用し、早めに巧れを落として<ださい。研磨剤の入った洗剤や 
硬いブラシは塗装を傷めますので使用しないでください。 

♦夏場の長距離走行後などでホイールび熱いとさは、洗剤は使用しないでくだ 
さい。 

♦洗剤を使用したあとは早めに十分洗い流してください。 

■バンパーおよびサイドモールデイング 

研磨剤入りの洗剤でこすらないよラにしてください。 


A 警告 

■洗車を ずるとさは 

エンジンルーム内に水をかけないでください。 

電気部品などに水びかかると車両火災につなびるおそれびありを険です。 

■排気管に ついて 

排気圏ホ排気ガスにより熱くなりますので、エンジン停止直後などにふれない 
で<ださい。やけどをするおそれびあります。 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-1. お手入れのしかた 


A を意 

■塗装の 努化や車体•部品（ホイールなど）の腐食を防ぐために 

♦なのよ ラな場合は、ただちに洗車してください。 

-ミ毎岸地帯を走行したあと 
-凍結防止剤を散巧した道路を走行したあと 

-コールタール、巧粉、樹液、鳥の&ん、虫の死びいなどび付着したとを 
. ばい煙、油煙、粉じん、鉄粉、化学物質などの降下び多い場所を走行した 
あと 

-ほこり、ミ尼などで激しく巧れたとを 
-塗装にベンジンやガソ U ンなどの有機溶剤び付着したとを 
♦塗装に 傷び付いた場合は、早めに補修して<ださい。 

♦ホイール のな管時は、腐食を防ぐために巧れを落とし、湿気の少ない場所へ保 
管して < ださい。 

■ライ トの清掃 

♦ミ 主意して洗ってください。有機溶剤や硬いブラシは使用しないでください。 
ライトを損傷させるおそれびあります。 

♦ライ トにワックスびけを行わないでください。 

レンズを損傷するおそれびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 

巧装の手入れ 


お手入れは、巧の要領で実施してください。 

■ 車内の手入れ 

掃除機などでほこりを取り除さ、水またはめるま湯を含ませた布で 
拭さ取る 


白知識 ^ 

■力一ぺットの洗ミき 

カーぺットは極力、乾いた状態を保つことをおすすめします。 

洗ミ争には、市販の泡タイプク U —ナーびご利用になれます。 

スポンジまたはブラシを使用して泡をカーぺットに広げ、円を巧くよラに塗り 
込んでください。直接水をかけたりせず、巧を取ってから乾燥させてください。 

■シートベルト 

刺激の少ない洗剤とめるま湯で、巧かスポンジを使って洗ってください。 

シートベルトの擦り切れ-ほつれ-傷などを定期的に点検してください。 

(一 P ' 32) 


A 警告 

■車両への 水の浸入 

♦車内に 水をかけたり液体をこぼしたりしないでください。 

電気部品などに水びかかると、故障や車両火災につなびるおそれびありを険で 
す。 

♦ SRS エアバッグの構成部品やワイヤをめらさないでください。（一 P . 已 3) 
電気的不具合により、エアバッグび展開したり、正常に機能しなくなり、死 t 
事故や重傷につなびるおそれびあります。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■内装の 手入れをずるときは（特にインストルメントパネル） 

諮出しワックスや難出しク U —ナーを使用しないでください。インストルメン 
トパネルびフロントウインドウガラスへ映り込み、運転者の視界をさまたげ思 
わめ事故につなびり、重大な傷害ちしくは死 t におよぶおそれびあ0ます。 


A 汪意 

■清掃ず るとき使用ずる溶剤について 

♦変色 •シ5 •塗装はびれの原因になるため、なのを剤は使用しないで<ださい。 
-シート外の部分：ベンジン、ガソ U ンなどの有機溶剤や酸またはアルカ 
1」性の溶剤、染色剤、漂白剤 

-シート部分：シンナー、ベンジン、アルコール、その他の揮発性の溶剤 

♦麗 出しワックスや離出しク U - ナーを使用しないでください。インストルメン 
トバネルやその他内装の塗装のはびれ • 溶解 • 変形の原因になるおそれびあり 
ます。 

■フ □アに水がかかると 

フロアを水で洗わないでください。 

オーディオやフ□アカーぺット下にある電気部品に水びかかると、車の故障の 
原因になったり、ボデーび鐘びるおそれびあります。 

■ リヤウインドウガラスの内側を掃除ずるとさは 

♦熱線 やアンテナを損傷するおそれびあるため、ガラスク U —ナーなどを使わ 
ず、熱線やアンテナにそって水またはめるま湯を含ませた巧で輕くないてくだ 
さい。 

♦熱線 やアンテナを引つかいたり、損傷させないよラに気を付けてください。 
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4-1. お手入れのしかた 

タイヤにごいて 


タイヤの点検は、法律で義務付けられていまず。日常点検として必ず 
タイヤを点検してください。 

タイヤの摩耗を均等にし寿命をのばずために、タイヤ□—テーシヨン 
(タイヤ位置交換）を10,000 km ごとに行ってください。 

■ タイヤの点検項目 

タイヤは次の項目を点検してください。 

点検方法は別冊「メンテナンスノート」をお読みください。 

• タイヤ空気圧 

空気圧の点検は、タイヤび;令えているとさに行ってください。 

• タイヤの亀裂-損傷の有無 
• タイヤの溝の深さ 

• タイヤの異常摩耗（極端にタイヤの片側のみび摩耗していたり、 
摩耗程度び他のタイヤと著し<異なるなど）の有無 

■ タイヤ □ーテーシ ヨンのしかた 

図でおす順にタイヤを□ーテー 
シヨンして <ださい。 

タイヤの摩耗状態を均一にし、寿 
命をのばすために、トヨタは定期 
点検ごとのタイヤ□- テーシヨ ン 
を推奨します。 
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4-1. お手入れのしかた 


□知識 

■タイヤ空気圧の数値 


タイヤの空気圧は、運転席側のタイヤ空気 
圧ラベルで確認することびでをます。 


タイヤサイズ 

空気圧※ [kPa(k 旨/ cm 2 )] 

前後輪 

19己/日日 R 1 己91 S 

220 
に. 2) 


^タィャび;令ぇてぃると舌の空気圧 



■タイヤ関連の部品を交換ずるとさ 

タイヤ-ディスクホイール-ホイール取り付けナットを交換するとをは、トヨタ 
販売店にご相談ください。 

■タイヤの保管について 

タイヤを車両からはずしてイ呆曽する際は、ビニール袋に入れるなどして、水や 
直射曰光を避けてな管して < ださい。 


A 警告 

■点検、 交換時の警告 

必ず;欠のことをお守りください。 

お守りいただかないと、駆動系部品の損傷や不ま定な操縦特性により、死に 
事故や負傷につなびるおそれびあります。 

♦タイヤは すべて同ーメーカー、同一銘柄、同ートレッドパターンで、摩耗差の 
ないタイヤを使用してください。 

♦メーカー 指定サイズし U がのタイヤやホイールを使用しないでください。 

♦ラジアルタイヤ、 バイアスベルテッドタイヤ、バイアスプライタイヤをミ居在 
使用しないでください。 

♦サマー タイヤ、オールシーズンタイヤ、を用タイヤを混在使用しないでくだ 
さい。 
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4-1. お手入れのしかた 


A 警告 

■異常が あるタイヤの使用禁止 

異常びあるタイヤをそのまま装着していると走行時に八ンドルをとられたり、 
異常な振動を感じることびあります。また、なの事態になり、思わめ事故にな 
るおそれびあ0ます。 

♦タイヤの 破裂など、修理でをない損傷を受ける 
♦まび 横すべりする 

♦車の 本来の性能（燃費、車両のち向ま定性、制動距離など）び発揮されない 

■タイヤ 交換時のま意 

♦必ず ナツトのテーノ部を内側にして取 
り付けてください。テーバー部を外側に 
して取り付けると、ホイールび破損しは 
ずれてしまい、重大な傷害におよぶか、最 
悪の場合死 t につなびるおそれびありま 
す。 


♦ねじ 部にオイルやグ1」ースをめらないでください。 

ナツトを締めるとさに必要しツ上に締め付けられ、ボルトび破損したり、ディス 
クホイールび損傷するおそれびあります。 

またナツトびゆるみホイールび落下して、重大な事故につなびるおそれびあり 
ます。オイルやグ1」ースびねじ部についている場合は面を取ってください。 


A ま意 

■ 走行中に空気漏れび起こつた6 

走行を続けないで<ださい。 

タイヤまたはホイールび損傷することびあります。 

■悪路 走行に巧ずるを意 

凹凸のある路上を走行するとをは注意してください。 

タイヤの空気び抜けて、タイヤのクッション作用び化下します。また、タイヤ、 
ホイール、ま体などの部品ち損傷するおそれびあります。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ボンネット 


車内か5□ックを解除して、ボンネットを開けまず。 



口知識 

■バッテリー端子をはずずとさは 

バッテ U- 端テをはずすと、コンピューターに記憶されている情報び消去され 
ます。バッテ U —端子をはずすとさはトヨタ販売店にご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 


■走行 前の確認 

ボンネットびしっかりロックされていることを確認してください。 

□ックせずに走行すると、走行中にボンネットび突然開いて、生命にかかわる 
重大な傷害につなびるおそれびあります。 

■エンジン ルームを点検したあとは 

エンジンルーム内に工具や巧を置を忘れていないことを確認してください。 

点検や清掃に使用した工具や巧などをエンジンルーム内に置さ忘れていると、 
故障の原因になったり、また、エンジンルーム内は高温になるため車両火災に 
つなびるおそれびありを険です。 


■ボン ネットを閉めるとさは 



ボンネットを閉めるとさは、手などを挟ま 
ないよラにま意してください。 

重大な傷害を受けるおそれびあり危険です。 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A ま意 

■ボン ネットへの損傷を防ぐために 

♦ボン ネットを閉めるとさは、体重をかけるなどして強く押さないでください。 
ボンネットびへこむおそれびあります。 

♦ボン ネットにはボンネットを支えるためのダンパーステーび取り付けられて 
います。ダンノ f ーステーの損傷や作動不良を防ぐためなのことをお守りくださ 
い。 

-ビニール片.ステッカー.粘着巧などの異物をステーの□ッド部（棒部） 
に付着させない 

-ロッド部を軍手などでふれない 

-ボンネットにトヨタ純正品し U がのアクセヴ U —用品を付けない 
-ステーに手をかけたり、横ち向に力をかけたりしない 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ガレージジャッキ 


ガレージジャッキを使巧して車両を持ち上げるとさは、正しい位置に 
ガレージジャッキをセットしてください。正しい位置にセットしない 
と、車両び損傷したり、けびをずるおそれがありまず。 

■ フ□ント側 



お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■車両を 持ち上げるときは 

なのことを必ずお守りください。お守りいただかないと、重大な傷害におよぶ 
か、最悪の場合死 t につなびるおそれびあります。 

♦図の よラなガレージジヤツキを使用して 
車両を持ち上げる。 


♦ガレージ ジャッキを使用するとをは、必ずガレージジャッキ付属の取扱説明書 
を十分に確認の上、使用する。 

♦まに 搭載されているジャッキを使用しない。車両び落下するおそれびありま 
す。 

♦ガ レージジャッキのみで支えられた車両の下に体の一部を入れたり、ちぐり込 
んだりしない。 

♦ガレージ ジャッキおよび、自動車用ジャッキスタンドをしっかりとした傾をの 
ない平坦な床面で使用して < ださい。 

♦車両び ジャッキアップされた状態でエンジンを始動しない。 

♦平らで 硬い1 也面に停車させ、パーキングブレーキをかけ、オートマチック車は 
シフトレバーを P 、 マニュアル車はシフトレパ'-を R にする。 

♦ガレージジ ャッキは、必ずジャッキポイントに正しくセットする。 

ガレージジャッキを正しくセットせずに車両を持ち上げると、車両び損傷し 
ます。 

また車両びガレージジャッキから落下するおそれびあります。 

♦ま 内に柔員びいるとをは車両を持ち上げない。 

♦車両を 持ち上げるとをは、ガレージジヤツキの上または下にちのを置かない。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

電球（バルブ）の交換 


:欠に記載ずる電球は、ご自身で交換でさまず。詳細び不明な場合やそ 
の他の電球交換については、トヨタ販売店にご相談ください。 

■ 電球の用意 

切れた電球の W (ワット）数を確かめてください。（一 P . 243) 

■ フ□ントのバルブ位置 




:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


[電球交換のしかた 


■へツドライト 



固画回取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


フオグライト= 




ライト本体をはずす 

ネジをはずし、ライト本体を引を出し 
ふ 9 〇 


カパーを取りはずす 


図の位置にマイナスドライバーを 
挿し込んで、ソケットを取りはず 
す 

傷が付くのを防ぐたが、マイナスドラ 
イバーの先端に巧などを巻いて保護 
して < ださい。 


BT042AC030 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


I 車幅巧 



フ□ント方向指示兼非常点滅打 
のライト本体をはずす 

ネジをはずし、ライト本体を引を出し 
ふ9 〇 


BT042AB010 



ソケットを取りはずず 


電球を取りはずず 


Enm 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■フ□ントち向指示兼非常点滅な 



ライト本体をはずず 

ネジをはずし、ライト本体を引を出し 
ふ 9 〇 


ソケットを取りはずず 



電巧を巧しなびらまわして取0は 
ずず 


Enm 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


サイド方向指示兼非常点滅な 





ライト本体を車両前方にスライド' 
させて取0はずず 



ソケットを取りはずず 


電球を取0はずず 


E 1 W 41 取り付けるとさは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■後退な、制動 I 灯/尾な、リヤち向指示兼非常点滅な 



トランクを開け、カパーをはずず 


ソケットを取りはずず 
□ U ヤ方向指示兼非常点滅灯 
曰後退な 
B 制動巧/尾な 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 



電球を巧しなびらまわして取0は 
ずす 

□ U ヤ方向指示兼非常点滅灯 
曰後退な 
B 制動巧/尾な 


固圆[互取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 


お手入れのしかた 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 番号巧 



トランクを開け、ソケットを取り 
はずず 



電球を取りはずず 


1111司取り付けるときは、取りはずしたときと逆の手順で取り付ける 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ その他の電球 

次の電球び切れたとさは、トヨタ販売店で交換してください。 

♦八イマウントストップライト 

□知識 

■へッドライトのゴムカバーを取り付けるときは 

確実にはめ込まれていることを確認してください 

□ ゴムカバーの外周をしっかりとはめ込む 

且3ムカバー内周（電球周り）を全周にわ 
たり電球の金具部分び確認でさるまで押 
し込む。 


なのようなときは、トヨタ販売店にご相談ください。ただし、レンズ内の一時的な 
曇りは、機能上問題ありません。 

♦レンズ内側に大粒の水ミ商び付いている 
参ライト内に水びたまっている 

■電球の交換について 

電球の交換作業をするとをに、部品などの破損びむ配な方は、トヨタ販売店に 
ご相談ください。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A 警告 

■電球を 交換ずるときは 

♦ライトは 消なしてください。消な直後は熱いため、交換しないでください。 
やけどをすることびあります。 

♦電球の ガラス部を素手でふれないでください。 

プラスチック部または金属ケース部を持ってください。また、電球を傷付けた 
り、落下させたりすると球切れしたり破裂することびあります。 

♦電球 や電球を固定するための部品はしっかり取り付けてください。 

取り付けび不十分な場合、発熱や発火、ちし< はへッドライト内部への浸水に 
よる故障や、レンズ内に曇りび発生することびあります。 

♦電球、 ソケット、電気回路、および構成部品を、修理または分解しないでくだ 
さい。 

感電して、生命にかかわる重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 


A ま意 

■お 車の故障や义災を防ぐために 

電球び正しい位置にしっかりと取り付けられていることを確認してください。 

■ LED A イマウントストップライトについて 

八イマウントストップライトは数個の LED で構成されています。もし LED び 
ひとつでち不なになったとさは、トヨタ販売店で交換してください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ヒユーズの点検、交換 


ライトびつかないときや電気系統の装置が働かないときは、ヒュース 
切れび考えられまず。ヒューズの点検を行ってください。 

固画〇]エンジンスイッチを "LOCK" にずる 
1111互ヒューズボックスを開ける 


► エンジン ルー ム 





フック （ n ) を引いて金具（曰) 
をはずしてか日、カバーを持ち 
上げる 


ノブを引いて、カバーを開ける 


助手席足元のヒューズを交換ず 
るときは、部品の取りはずしび 
必要でず。部品の取りはずしに 
ついてはトヨタ販売店にご相談 
<ださい。 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


固画]互故障の状況か日、点検ずべきヒューズを「ヒューズの配置と 
負荷」（一 P . ] 85) で確認ずる 

車の仕様により装着されていないヒューズちあります。 

ヒューズはずしでヒューズを引 
き巧く 

ヒューズはずしは、エンジンルー 
ム内ヒューズボックスに付いてい 

On 9 〇 


固画]互ヒューズび切れていないか点検ずる 

n 正常 

曰ヒューズ切れ 

ヒューズボックスの表示に従い、 
規定容量のヒューズに交換します。 


エンジンルーム内ヒューズの予備は、エンジンルーム内ヒューズボッ 
クスに付いています。 

運転席足元ヒューズの予備は、エンジンルーム内ヒューズボックスの 
カバー裏側に付いています。 


□ 

阀 

U U 

且 

\J \J 



□倘 


端 

/ 


JU 


JL 

BT 

D42AB029 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


1" ヒューズの配置と負荷 

■エンジンルーム 



加 口 [19] [2。 -<1 

[1 の C 20] じ幻 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

ETCS 

10 A 

エンジンコント□-ル 

2 

AM 2 

20 A 

イグニッション 

3 

IN 」 

20 A 

エンジンコント□-ル 

4 

D 0 ME 2 

10 A 

メーター、エアコン 

5 

VSV 

1 己 A 

エンジンコント□-ル 

6 

FUEL PMP 

30 A 

燃料ポンプ 

7 

RADIO N 0.1 

ISA 

オーディオ 

8 

FOG 

1 己 A 

フォグライト 

白 

EFI N 0.2 

7.5 A 

エンジンコント□-ル 

10 

HEAD LH 

10 A 

左側へッドライト 

11 

HEAD RH 

10 A 

ち側へッドライト 

12 

DOME 

10 A 

インテ U アライト、日報な、時計 

13 

SPARE 

— 

未使用 

14 

HAZ 

ISA 

非常点滅な 

15 

E 円 

ISA 

エンジンコント□ール、 

Stop & Start システム 



18己 























































































4-2. 簡単な点検-部品交換 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

16 

TAXI- 目 

10 A 

無線機、料金メーター 

17 

ALT-S 

己 A 

オルタネーター 

18 

SPARE 

— 

未使用 

19 

SPARE 

— 

未使用 

20 

HORN 

10 A 

ホーン 

21 

SPARE 

— 

未使用 

22 

A 巨 S 吕 

己 A 

A 巨 S 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 運乾席足元 



BTO42AB031 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

P /0 UTLET 

ISA 

アクセヴ U —ソケット 

2 

TAXI-ACC 

7.5 A 

無線機、料金メーター 

3 

TAXI-TAIL 

7.5 A 

社名灯、防犯な 

4 

IGN 

10 A 

エンジン 

已 

TAIL 

1 己 A 

尾好、ま幅な、ま号な、メーター照明 

色 

ECU-ACC 

ISA 

SRS エァバッグ 

7 

DEFOG - I/UP 

7.5 A 

U ヤウインドウデフォッガー 

8 

STOP 

ISA 

制動な 

9 

TAXI-IG 

7.5 A 

— 

10 

ECU-IG 

7.5 A 

シフト□ックコントロール 

11 

IGl 

ISA 

エンジン 

12 

WIPER 

20 A 

ワイパ ー& ウォッシャー 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


■ 助手席足元 



BTO42AB035 


ヒューズ名称 

アンペア数 

ヒューズの受け持つ主な装置名称 

1 

GAUGE 

7.5 A 

メーター 

2 

ST 

己 A 

スッーター 

3 

A/C 

10 A 

エアコン 

4 

BACK-UP LP 

7.5 A 

後退な 

已 

ACC 

10 A 

アクセサリー 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


□知識 

■ヒューズを交換したあと 

♦交換してちライト類び点なしないとをは、電球を交換してください。 

(一 P' 171) 

♦取り替えてち再度ヒューズび切れる場合は、トヨタ販売店で点検を受けて< 
ださい。 

■バッテリ -け 5の回路に過剰な負荷がかかると 

配線び損傷を受ける前にヒューズび切れるように設計されています。 


A 警告 

■車の 故障や、車両义災を防ぐために 

なのことをお守りください。 

お守りいただかないと、車の故障や火災、けびをするおそれびあります。 

♦規定 容量しツ外のヒューズまたはヒューズし U がのちのを使用しないでください。 
♦必ず トヨタ純正ヒューズか同等品を使用してください。 

• ヒューズやヒューズボックスを改造しないでください。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

ウォッシャー液の補給 



A 警告 

■ウ ォッシャー液を補給ずるときは 

エンジンび熱いとをやエンジンびかかつているとさは、ウォッシャー液を補給 
しないでください。ウォッシャー液にはアルコール成分び含まれているため、 
エンジンなどにかかると出火するおそれびありを険です。 


A ま意 

■ウ ォッシャー減こついて 

ウォッシャー液のかねりに、せっけん水やエンジン不凍液などを入れないでく 
ださい。 

車体の塗装にしみび付くおそれびあります。 

■ウ ォッシャー液の薄めち 

必要に応じて水で薄めてください。水とウォッシャー液の割合は、ウォッシャー 
液の容器に表示してある凍結温度を参考にして<ださい。 
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4-2. 簡単な点検.部品交換 

エアコンフイルターの清掃、交換 


エアコンを快適にお使いいただくために、エアフィルターを定期的に 
清掃、または交換して<ださい。 

■清掃のしかた 

固画〇]エンジンスイッチを " LOCK " にずる 

フィルターを取りはずず 

インストルメントバネルの助手席 
側下部からフィルターを下に引を 
出します。 


固圆1互取り付けるときは、取りはずしたとさと逆の手順で取り付ける 


白知識 — 

■エアフイルターの 清掃に ついて 

エアフイルターは;欠の時期を目安に清掃してください。 

清掃： 3ヶ月ごと 

■エアコンの風 量び減少' したときは 

♦フイルターの目づまりび考えられますので、フイルターを清掃してください。 

• お湯による洗;きは行わないでください。フイルターは中性洗剤で洗;きしたあ 
と、水洗いするか、エアでゴ5を吹を飛ばしてミ先;きしてください。 

■エアフイルターの 交換に ついて 

適切な交換時期は、ご使用条件により異なります。 



固圆[互フイルターを清掃ずる 
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4-2. 簡単な点検-部品交換 


A を意 

■エアコンを 使用ずるときのま意 

フイルターを装着せずにエアコンを使用すると、故障の原因になることびあり 
ます。必ずフイルターを装着してください。 
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已 -1 .まず初めに 

巧障したとまは 


■ 


故障のときは速やかに下記の指示に従ってくださし、。 




非常点滅灯 (^ P . 1 96) を点滅 
させなびら、車を路肩に寄せ停 
車ずる 

非常点滅なは、故障などでやむを 
得ず路上駐車する場合、他車に巧 
6せるため使用します。 


高速道路や自動車専用道路で 
は、なのことに従ラ 

• 同麦者を避難させる 

• 車両の已 Om じ(上後方に発炎 
筒（一 P .197) と停止表示 
板を置< か、停止表示灯を使 
用する 

-見通しび悪い場合はさ日 
に後方に置いて < ださい。 

-発炎筒は、燃料ちれの際や 
トンネル内では使用しな 
いで < ださい。 

♦その後、ガードレールの外側 
などに避難ずる。 
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5-1. まず初めに 


□知識 

■停止表ル板 • 停止表ルなについて 



♦高速道路や自動車専用道路でやむを得ず 
駐停車する場合は、停止表示板または停 
止表示なの表示び、法律で義務付けられ 
ています。 

♦停止表示板' 停止表示好のご購入につい 
ては、トヨタ販売店にお問い合わせくだ 
さい。 







已 -1 .まずネリめに 

巧ち点滅好 


事故や故障のときなどにお使いください。 


スイツチを巧ずとずべての方向 
指示巧び点滅し、をラー度巧ず 
と消灯しまず。 



A ミち意 

■バッ テリーあがりを防ぐために 

エンジン停止中に非常点滅灯を長時間使用しないでください。 
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已 -1 .まずネリめに 

巧炎筒 


事故や故障のときなど、緊急時にお使いください。 

発炎時間は約已分でず。非常点滅幻と併用してお使いください。 



助]手席足元の発炎筒を取り出ず 


本体をまわしなび日巧さ、本体 
を逆さにして挿し込む 


先端のフタを取り、ずり薬と発炎 
筒の先端をこずり、着火させる 


すり薬 

CTN51AE015 


□知識 

■発炎筒の有効期限 

表示してある有効期間び切れる前に、トヨタ販売店でおホめください。 
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己- 1 .まず初めに 


A 警告 

■発 炎筒が使用でさない場所 

なの場所では、発炎筒を使用しないでください。 

煙で視界び悪<なった0、引火するおそれびあるためを険です。 

♦ トンネル内 

• ガソ1」ンなど可燃物の近く 
■ 発炎筒の取り扱いについて 

なのことを必ずお守りください。 

お守りいただかないと、重大な傷害を受けるおそれびありを険です。 
♦使用 中は、発炎筒を顔や体に向けたり、近付けたりしない 
♦発 炎筒は、お子さまにさわらせない 
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已 -1 .まず初めに 

けん引について 


けん引は、できるだけトヨタ販売店または専門業ちにご依頼くださし、。 
■けん引する前に 

なの場合は、駆動系の故障び考え日れるため、トヨタ販売店へご 
連絡 < ださい。 

• エンジンはかかるび、車び動かない 
• 異常な音びずる 

■けん引されるとをは 

車体に傷び付かないよラに□一 
プをけん引フックにかける 

前造ち向でけん弓Iしてください。 


□ープの中央に白い巧を付ける 
巧の大ささ： 

0.3 m 平ち (30cm X 30cm)ULh 


IE 別间 I 3 I けん弓 I される車両のエンジンをかける 

エンジンがかか6ないとさは、エンジンスイッチを "ACC " または 
"ON" にしてください。 

固画互けん引される車両のシフトレバーを N にしてから、パーキン 
グブレーキを解除する 

けん引中は、前の車の制動口にを意し□ープをたるませないようにして 
<ださい。 
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けん引フック 


25 m じ!內 



トラブルび起さたら 


































己- 1 .まず初めに 


□知識 

■けん引フックの使用目の 

けん引フックはけん引されるとをに使ラものであり、他車をけん弓 I するための 
ちのではあ0ません。 


A 警告 

■けん 引中の運転について 

♦けん 引を行ラとをは細むのま意を払ってください。 

けん引フックや□ープに過剰な負荷をかける急発進や、間違った車両操作は避 
けて < ださい。 

けん引フックや□ープび破損するおそれびあ D ます。万一の場合、その破片び 
周囲の人などにあた0、重大な傷害を与えるおそれびあ〇を険です。 

• けん引される車は、慎重に運転してください。 

エンジンび停止しているとブレーキの効をび悪くなったり、八ンドルび通常 
より重くなります。 

♦キーを 抜いたり、エンジンスイッチを " LOCK " にしないでください。 
キーがあけていると八ンドルが□ックされ八ンドル操作がでさな<なり、思 
わ说事故につながるおそれがあり危険です。また マこュ アル車はエンジンス 
イッチが " LOCK " だとキーが抜けるおそれがあります。 
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5-1. まず初めに 


■車両の 損傷を防ぐために 

♦けん 引するとをはなのことを必ずお守りください。 

-ワイヤーロープは使用しない 
-速度30 km / h し U 下、距離80 km し U 内でけん引する 
-前進ち向でけん引する 
-サスペンション部などにロープをかけない 
♦このまで 他まやボート（トレーラー）などをけん引しないでください。 

駆動系部品などに重大な損傷を与えるおそれびあります。 

■固 縛用フックについて 

固縛用フックは、船舶固縛で車両を輸送す 
るときに使用するためのものです。けん引 
には絶対に使用しないでください。 


■長い 下り坂でけん引ずるときは 

レッカー車でけん引してください。 

レッカー車でけん引しないと、ブレーキび過熱し効をび悪くなるおそれびあり 
ます。 



A を意 












已 -1 .まずネリめに 

イベントデータレコーダー 


お車には、最適な車両性能を維持ずるためのコンピュータを搭載して 
いまず。このコンピュータは、システムび正常に作動していることを 
診断すると共に、衝突のときや衝突に近い状態のときのデータを記録 
ずるイベントデータレコーダー ( EDR ) を装備していまず。 


I 記録ずる データ 

エアバッグコンピュータに搭載しているイベントデータレコーダーび、 
衝突のとさや衝突に近い状態のとさに下記のデータを記録しまず。 

• エンジンの回転数 
• 車速 

• ブレーキ ペダルの操作状況 
• アクセルペダルの操作状況 

• オートマチックトランス S ッションのシフトポジション 
参目力手席乗員の有無 

• 運転ちおよび助手席乗員のシートベルト装着の有無 
参運転席のシート位置 
• エアバッグ作動に関ずる情報 
• エアバッグシステムの故障診断情報 

イベントデータレコーダーは、会話などの音声や映像は記録しません。 
(車種によっては記録される項目び異なりまず。） 


吕〇吕 







5-1. まず初めに 


I データの 開示に ついて 

トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、イベントデータレコーダーに 
記録されたデータを、車の研究開発を目的に取得-流用ずることびあり 
ます。なお、トヨタおよびトヨタび委託した第=ちは、取得したデータ 
を;欠の場合を除を、第=ちへ開示-提供ずることはありません。 

• お車の使用者の同意びある場合 

• 裁判所命令などの法的強制力のある要請に基づく場合 

♦統計的な処理を行ラなどの使用ちや車び特定されないよラに加工し 
たデータを研究機関などに提供ずる場合 






5-2. 緊急時の対処法 

警告ながついたとをは 


警告'灯び点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のようにご 
対処ください。点灯•点滅しても、そのあと消灯ずれば異常ではあり 
ません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点 
検を受けてください。 


I ただちに停車してください。走行を続けるとを険でず。 

なの警告はブレーキの故障のおそれびあることを意味しまず。ただちに 
安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してください。 


警告灯 

警告打名 • 警告内容 

(の) 

ブレーキ警告な（警告ブザー’^) 

ブレーキ液の不足 

パーキングブレーキび解除されていないとさち点灯します。 

解除後、消灯すれば正常です。 


(—キングブレーキ未解除走行時警告ブザー： 

バーキングブレーキを解除しないまま車を発進させ、車まび約已 km / h しソ上になる 
と、警告ブヴーび鳴ります。 

警告ブヴーび鳴ったとさは、バーキングブレーキを解除してください。 


I ただちに停車してください。 

次の警告は、お車へのダメージや思わめ危険をお<おそれびあることを 
意味します。ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡して< 
ださい。 


警告灯 

警告灯名-警告内容 


口 


充電警告な 

充電系統の異常 

充電警告灯び点灯すると、 U ヤライト異常警告灯ち異常の有無 
にかかわらず同時に点灯します。 




油圧警告な 

エンジンオイルの圧力異常 
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5-2. 緊急時の対処法 


[ただちに点検を受けてください。 

次の警告は、放置ずると、システムび正しく働かず、思わめ危険や故障 
を招くおそれびあることを意味しまず。ただちにトヨタ販売店で点検を 
受けて < ださい。 


警告灯 

警告灯-警告内容 


03 


エンジン警告む 

エンジン電モ制御システムの異常 


か 


SRS エアバッグ/プリテンショナー警告巧 

- SRS エアバッグシステムの異常 
-プ U テンショナー付をシートベルトシステムの異常 


(@) 


ABS &ブレーキアシスト警告な 

- ABS の異常 
•ブレーキアシストの異常 


リヤライト異常警告な 

. 尾なの異常 
• 制動灯の異常 


目 

'' rr 、、 




トラブルび起さたら 




























5-2. 緊急時の対処法 


(ただちに処置して<ださい。 

次の警告はそれぞれの対処方法に従って処置し、警告好が消好するのを 
確認してください。 


警告灯 

警告灯 • 警告内容 

対処方法 


を 


半ドア警告な 

いずれかのドアび確実に開 
まつていない 

開いているドアを閉める 


m 


燃料残量警告口 

燃料の残量（約 12 %政下） 

燃料を補給 


ぶ 


運転席シートベルト 
非着用警告な（警告ブザー‘ X ) 

運転席シートベルトの非着用 

シートベルトを着用 


&運転席シートベルト非着用警告ブザー： 

運転席シートベルトを非着用のまま車速び約20 km / h 1；(上になると、警告ブヴー 
が約30秒間断続的に鳴ります。そのあとち運転席シートベルトを非着用のままだ 
と、ブヴーの音びかわり約90秒間鳴ります。 
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5-2. 緊急時の対処法 


| LPG 表示'灯が点滅した5 (エンジン始動時) 

それぞれの対処方法に従って処置し、表示打び消なずるのを確認して< 
ださい。（表示巧び消打ずるまでの時間は気温やプ□ノ（ン率などの条件に 
よって異なりまず。） 


表示打 

表示打名- 
表示内容 

対処方法 


LPG 表示な 
(エンジン始動時、 
エンジンスイッチ 
を " ON " にして、 
点滅したとき） 

-気温び高い 
•登坂走行などの 
高負荷走行媛 

エンジンスイッチを"日 N " のまま待 
ち、 LPG 表示灯が消灯してからエンジ 
ンを始動する’^ 

- LPG 表示灯び点滅中にエンジンを始 
動すると、始動時間び長くなることび 
あります。 

-しばらくしても、 LPG 表示灯び消灯し 
ない場含は、 「 LPG 表示口（走行中、 
点滅したとを)」の燃料;令却システム非 
装着車の対処ち法に従って<ださい。 

LPG 



&プ□バン率の高い燃料を使った場合は、 LPG 表示なの点滅の頻度び高くなること 
びあります。なお、これは異常を示すちのではありません。 


トラブルび起さたら 
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5-2. 緊急時の対処法 


| LPG 表示'灯が点滅した5、ただちに処置してください。（走行中） 

それぞれの対処方法に従つて処置し、表示打び消なずるのを確認して< 
ださい。（表示巧び消打ずるまでの時間は気温やプ□ノ（ン率などの条件に 
よって異なりまず。） 


表示打 


表示な名- 
表示内容 


対処方法 


燃料;令却システム非装着車’^1: 

ま全な場所に停まし、エンジンを停 


止する 


停止後、10分程経過したのち、エン 
ジンスイツチを" ON " にして 、 LPG 


LPG 


LPG 表示な 
(走巧中、点滅した 
とを） 

LPG タンク内の 
温度び高くなって 
いる 


表示なび消なしていることを確認し 
てから、エンジンを再始動する 

燃料;令却システム装着車& J : 

-フアン 調整ダイヤルとエアコン調整ダ 
イヤルび OFF の場含でわ、表示灯び点 
滅すると同時に燃料;令却システムび作 
動するたが、走行を継続し、 LPG 表示 
灯が消灯することを確認する。 

(^P. 132) ぷ 2 


• エンジンを停止した場合は 「 LPG 表示 
灯（走行中、点滅したとを)」の燃料;令 
却システム非装着車の対処方法に従つ 
て < ださい。 


&1通常は表示灯び点滅することはありませんび、万一点滅した場合は、トヨタ販売 
店にご相談ください。 

& a 燃料冷却システムの作動と同時にエアコンび作動します。車室温度び低下した場 
合は、 ヒーター 調整 レバーで 調整してください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


□知識 

■燃料を却システムについて 

燃料;令却システムを作動させるためには、フアン調整ダイヤルとエアコン調整 
ダイヤルを OFF 1；(外の位置にしてください。燃料;令却システムはエンジン始動 
と同時に作動させると LPG タンク内の温度の上昇を防ぎます。 





5-2. 緊急時の対処法 

八ンクしたとをは 


パンクしたタイヤを、備え付けのスペアタイヤと交換してください。 
(タイヤについての詳しい説明は、 P . 1己3を参照してください） 

■ ジャッキで車体を持ち上げる前に 

• 地面び固<平らな場所に移動ずる 
♦パーキングブレーキをかける 
• オートマチック車はシフトレバーを P に入れる 
• マニュアル車はシフトレバーを R に入れる 
• エンジンを停止ずる 
• 非常点滅灯を点滅させる 

■ 工具とジャッキの搭載位置 
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5-2. 緊急時の対処法 


ジャッキの取り出し方 



ラゲージ マツ トの左側をめ<る 


BT052AB002 



n 締める 
曰ゆるめる 

格納するとをは、ジャッキと固定具 
びかみ含ラよラ、確実に固定して< 
ださい。 


スペアタイヤの取り出し方 



止め具を取りはずし、タイヤを取 
り出す 

スペアタイヤを出し入れするとを 
は、タイヤの両端をしっかりと持っ 
て出し入れしてください。（スペアタ 
イヤ単体重量：約2日 kg ) 
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5-2. 緊急時の対処法 


I パンクしたタイヤの交換 



輪止めをずる 


バンクしたタイヤ 

輪止めの位置 

前輪 

左側 

ち側後輪5しろ 

ち側 

左側後輪5しろ 

後輪 

左側 

ち側前輪前 

ち側 

左側前輪前 


111[互ホイールキヤツプをはずず。 

►センターオーナメント装着車（アルミホイール) 




センターオーナメントをはずず 
傷び付くのを防ぐため、図のよラに巧 
などを卷いてな護してください。 


フルホイールキヤツプをはずず 
傷び付くのを防ぐため、図のよラに巧 
などを巻いて保護してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 



ナツトをかし（約]回転）ゆるめる 


ジャッキの A 部を手でまわして、 
ジャッキ溝をジャッキセツト位置 
にしつか0かける 


タイヤび地面からかし離れるま 
で、車体を上げる 


ナットずベてを取りはずし、タイ 
ヤを取りはずず 

タイヤを直接地面に置くとさは、ホ 
イールの意匠面に傷び付かないよラ 
意匠面を上にします。 
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5-2. 緊急時の対処法 


[タイヤの取り付け 



ホイ ー j レ 接触面の巧れを拭を取る 
ホイール接曲面びミちれていると、走行 
中にナツトびゆるみ、タイヤびはずれ 
るおそれびあります。 


111互]タイヤを取0付け、タイヤびびたつかない程度まで手でナットを 
仮締めずる 

► スチールホイール か 5スチールホイールに 替えるとさ 



ナツトのテーパー部びホイールの 
シート部に軽<あたるまでまわず 


► アルミホイールか日アルミホイールに替えるとき 



ナツトの座金びホイールにあたる 
まで仮締めする 
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5-2. 緊急時の対処法 



車体を下げる 


図の番号順でナツトを2、3度しつ 
かり締め付ける 

締め付けトルク： 

103 N • m (10 已0 kgf • cm ) 


111互ホイールキャップを取り付ける。 
►センターオーナメント装着車（アルミホイール） 



センターオーナメントを取り付け 
る 






















5-2. 緊急時の対処法 


► フルホイールキャップ装着車 



フルホイールキャップを取り付け 
る 

タイヤのバルブ（空気 □) に切り欠さ 
を合わせてフルホイールキャップを 
確実に取り付ける。 


m 互すベての工具-輪止め-ジャッキ•パンクしたタイヤを収納ずる 

□知識 

■スペアタイヤについて 

空気圧を必ず点検してください。 （^ P . 242) 
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5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■ジャッキの 使用について 

ジャッキの取り扱いを誤ると、車び落下して死 t またはけびにつなびるおそれび 
あります。 

なのことをお守り <ださい。 

♦ジャッキは タイヤ交換、タイヤチェーン取り付け、取りはずししツ外の目的で 
使用しない 

♦備え付けの ジャッキは、お客様の車にしか使ラことびでさないため他の車に 
使ったり、他の車のジャッキをお客様の車に使わない 

♦ジ ャッキセット位置に正しくジャッキびかかっていることを確かめる 
♦ジャッキで 支えられている車の下に体を入れない 
♦ジャッキで 支えられている状態で、エンジンをかけたり走らせない 
♦車内に 人を乗せたまままを持ち上げない 

♦まを 持ち上げるとをは、ジャッキの上または下にものを載せない 
♦車を 持ち上げるとをは、タイヤ交換でをる高さ上に上げない 
♦まの 下にちぐり込んで作業する場合はジャッキスタンドを使用する 

車両を下げる際は特に、ご自身や周囲の人びけびをしないよラ注意してくださ 
い。 


トラブルび起さたら 


7 






5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■タイヤ 交換について 

けびを負ラを険を減らすため、なのことを必ずお守りください。 

♦ホイール キャップは直接手をかけて取らない 
取り扱いには十分ま意してください。けびをするおそれびあります。 

♦走行 直後、ディスクホイールやブレーキまわ D などにはふれない 
走行直後のディスクホイールやブレーキまわりは高温になっているため、タイ 
ヤ交換などで手や足などびふれると、やけどをするおそれびあります。 

参 ホイールの交換後は、すぐに103 N ■ m (1 0已0 k 巨 f • cm ) の力でナットを 
締める 

♦タイヤの 取り付けには、使用しているホイール専用のナットを使用する 

♦ボルト やナットのねじ部や、ホイールのボルト巧につぶれや亀裂などの異常び 
ある場合は、トヨタ販売店で点検を受ける 

♦ナッ トを取り付けるとをは、必ずテーパー部を内側にして取り付ける 
(一 P . 1已已） 

♦約 1 ,000 km 走行したあとに、再度ナットを締め付けてゆるみびないことを確 
認する 

上記のことをお守りいただかないと、ナットびゆるみ、ホイールびはずれ落ち、 

死 t や重傷を負ラ事故につなびるおそれびあります。 

■スペアタイヤを 収納ずるとをは 

ボデーとスペアタイヤとのあいだに、指を挟まないよラにま意してください。 

■スペアタイヤを 使用するとさは 

お客様のお車専用になっているため、他のまには使用しないでください。 
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己- 2. 緊急時の対処法 


A を意 

■パンクした ままの走について 

タイヤびパンクした状態で走行を続けないでください。 

短い距離の運転でち、タイヤとホイールび修理でをないほどの損傷になります。 
■ホイール キャップを取りはずずとさは 
ホイールナットレンチしツ外は使わないでください。ホイール、ホイールキャッ 
プび損傷するおそれびあります。 





5-2. 緊急時の対処法 

エンジンびかか6ないとをは 


正しいエンジンのかけ方（一口. 8己）に従ってもエンジンびかからな 
いときは、巧のことをご確認ください。 

■スターターは 正常にまわっているのにエンジンがかからない 

+ 日 A 

场 n 

次の原因び考えられまず。 

• 燃料び入っていない可能性びありまず。 

捕給して < ださい。 

• メインバルブ、 U ターンバルブび閉まっている可能性びありま 
ず。メインバルブ、 U ターンバルブを開けてから、正しい手順 
UP . 85) に従って、エンジンをかけてください。 

• 燃料過流防止弁び作動している可能性びありまず。 

( 一 P' 88) 

■ スターターび ゆっくりまわる/室内な•へッドライトが暗い/ 
ホーンの音がルさい、または鳴！5ない場合 

次の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 223) 

♦バッテ U —のターミナルびゆるんでいる可能性びありまず。 

■ スターターがまわ！5ない/室内な-へッドライトが点!口しな 
い/ホーンが鳴らない場合 

次の原因び考え日れまず。 

♦バッテ U —のターミナルびはずれている可能性びありまず。 
♦バッテ U - あびりの可能性びありまず。（一 P . 223) 

処置のしかたびわか6ないとを、あるいは処置をしてちエンジンびかからない 
ときは、トヨタ販売店にご連絡ください。 
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5-2. 緊急時の対処法 

シフトレパーびシフトでまないとまは（才ートマチックま) 


ブレーキペダルを踏んだ状態でシフトレパーびシフトできない場合、 
シフト□ックシステム（シフトレバーの誤操作を防ぐ装置）などの故 
障が考え6れまず。ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。 
ただし一時的な処置として、次の方法でシフトレパーをシフトずるこ 
とびでさまず。 

固画のノ （ ーキンヴブレーキをかける 
固画互エンジンスイッチを " ACC " にずる 
ifegiiffli 31ブレーキペダルを踏む 



シフト□ック解除ボタンを巧ず 
ボタンを巧しているあいだはレ 
バーをシフトでさます。 


















5-2. 緊急時の対処法 

キーを巧くしたとをは 


キーナンパーか5、トヨタ販売店でトヨタ純正品の新しいキーを作る 
ことびでさまず。（一 P . 22) 
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5-2. 緊急時の対処法 

バッテリーびあがつたとをは 


バッテリーびあびった場合、次の手順でエンジンを始動ずることびで 
さまず。 

ブースターケーブルのセットと 12 V のバッテ U —付さ救援車びあれ 
ば、次の手順に従って、エンジンを始動させることびでさまず。 


バッテ U —の+端テのカノ（一を 
はずず 

ツメを引をなびら、カバーをはず 
します。 






















5-2. 緊急時の対処法 



n ホ色のブースターケーブルを自車のバッ了 U —の+端モにつ 
なぐ 

曰赤色のブースターケーブルのちラー方の端を救援車のバッテ 
U 一の+端モにつなぐ 

a 黒色のブースターケーブルを救援車のバッテ U —の一端モにつ 
なぐ 

Q 黒色のブースターケーブルのをラー方の端をバッテ U —から離 
れた、未塗装の金属部（図におずよラな固定された部分）につなぐ 

固画互救援車のエンジンをかけ、回転を少し高めにして、約已分間 
自車のバッテ1」一を充電ずる 
legiiMi 41自車のエンジンをかける 

エンジン警告なび点なしていないことを確認してください。 
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5-2. 緊急時の対処法 


固圆1司自車のエンジンび始動したら、ブースターケーブルをつない 
だとさと逆の順ではずず 

ブースターケーブルをはずしたあとは、ノ（ッテ U —の+端子のカバー 
をちとにちどしてください。 

111互十分に暖機し、エンジンの回転数を確認ずる 
エアコン調整ダイヤルび OFF のとさ： 

才ートマチック車は約 600 — 700 「pm、 マニュアル車は 
約 470〜 已 70「pm であることを確認してください。 
ファン調整ダイヤルとエアコン調整ダイヤルび 
OFF LU 外のとき： 

才ートマチック車は約 600 — 800 「pm、 マニュアル車は 
約 670 ~ 770rpm であることを確認してください。 

ファン調整ダイヤルとエアコン調整ダイヤルの操作を繰り返し 
てち、すぐに上記回転数に落ち着くことを確認してください。 

タコメーター非装着車は、トヨタ販売店にて回転数を確認してく 
ださい。 

エンジンびかかってち、早めにトヨタ販売店で点検を受けてください。 


トラブルび起さたら 


己 

2 

2 






5-2. 緊急時の対処法 


□知識 



■バッテリーあげり時の始動について 

を全のため押しびけによる始動はしないでください。 

またオートマチック車は押しびけによる始動はでをません。 

■バッテリーあげりを防ぐために 

♦エンジンびかかっていないとき （stop & Start システム作動中を除く） 
は、ライトやエアコンの電源を切って<ださい。 

♦巧滞などで長時間止まっているとをは、不必要な電装品の電源を切ってくだ 
さい。 

■バッテリーびあがったときは 

コンピュータに記憶されている情報び消去されます。バッテ U - びあびったと 
をはトヨタ販売店で点検を受けてください。 

■バッテリーの巧電について 

バッテ U —の電力は、車両を使用していないあいだち、一部の電装品による消 
費や自然放電のために、少しずつ消費されています。そのため、車両を長期間 
放置すると、バッテ1」一びあびってエンジンを始動でさなくなるおそれびあり 
ます。（バッテ U - は走行中に自動で充電されます） 


226 





5-2. 緊急時の対処法 


A 警告 

■バッ テリーの弓 I 义または爆発を防ぐために 

バッテ U —から発生する可燃性ガスに引火して爆発するおそれびありを険です 
ので、乂や乂巧び発生しないよ5なのことをお守りください。 

♦ブースター ケーブルは正しい端テまたは接続箇所し U がに誤って接触させない 
♦ブースター ケーブルは" +" と"一"の端子を絶巧に接触させない 
♦バッ テ U —付近では、喫煙したりマッチやライターなどで火を起こさない 

■バッ テリーの取り扱いについて 

バッテ U —内には有毒で腐食性のある酸性の電解液び入っており、また関連部 
品には鉛または鉛のミ居合物を含んでいるので、取り扱いに関し、なのことを化 
ずお守り < ださい。 

♦バッ テ U - を取り扱うときはイ呆護メガネを着用し、液（酸）び皮膚'あ服'車体 
に付着しないようにする 

♦必要し U 上、顔や頭などをバッテ1」一に近付けない 

♦誤って バッテ1」一液び体に付着したり目に入った場合、ただちに大量の水で洗 
し、すぐに医師の診察を受ける 

また、医師の診察を受けるまで、水を含ませたスポンジや巧を患部にあてて 
お< 

♦バッ テ1」一の支柱、ター5ナル、その他の関連部品の取り扱い後は手を洗5 
♦ お子さまをノ（ッテ U —に近付けない 
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トラブルび起さたら 





5-2. 緊急時の対処法 


A を意 

■ブー スターケーブルの取り扱いについて 

ブースターケーブルを接続したり、取りはずすとさは、を却フアンやベルトに 
卷を込まれないよラに十分ま意してください。 

■バッ テリーあがりのあと、ェンジンを始動したときは 

必ず十分に暖機し、ェンジン回転数を確認してください（一 P . 22己）。ェンジ 
ン回転数び異なっていると、ェンジンのシステムび正常に作動せず、ェンスト 
する場合びあ D ます。 

■バッ テリー液の点検、バッテリー液の補巧を巧うときは 

バッテ U —液補充□のキャップをラジェー 
ターの近くに置かないでください。キャッ 
プに付着したバッテ U -液によりラジェー 
夕一部品び損傷する おそれびあります。 

例えば、ラジェータータンク前面に貼り付 
けてあるェアシールスポンジのラえに 
キャップを置くと、バッテ U - 液びスポン 
ジを通してラジェータータンクに付着し、 
損傷させるおそれびあります。 
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5-2. 緊急時の対処法 

オー八ーヒートしたとをは 


才ーバーヒートしたときは： 

固画の車を安全な場所に止め、エアコンを止める 
固画回エンジンルームか日蒸気び出ているか確認ずる 
蒸気び出ている場合： 

エンジンを停止し、蒸気び出なくなったらま意してボン 
ネットを開ける 
蒸気び出ていない場合： 

エンジンをかけたまま、注意してボンネットを開ける 
固画互ラジエーター;令却用のフアンび作動しているか確認ずる 
フアンび作動している場合： 

水温計の表示び下びってさてか b エンジンを停止ずる 
フアンび作動していない場合： 

すぐにエンジンを停止して、トヨタ販売店に連絡ずる 

エンジンび十分に;令えてか日、 
;令却水の量や ラジエーター コア 
部（放熱部）のを却水漏れを点 
検する 


を却水び不足している場合は、 
を却水を捕給する（一 P . 240) 

をま P 水び無い場合は、応急措置と 
して水を補給します。 


早めに最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてください。 
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トラブルび起さたら 









































5-2. 緊急時の対処法 


□知識 

■才ーバーヒートとは 

なの状態びオーノ（ーヒートです。 

♦水温計の針びレツドゾーンに入ったり、エンジン出力び化下する 
♦エンジン ルームから 蒸気び出る 


A 警告 

■エンジン ルーム点検中の事故やけびを防ぐために 

♦エンジン ルームから蒸気び出ている場合は、蒸気び出なくなるまでボンネット 
を開けないでください。エンジンルーム内び高温になっているため、やけどな 
どの重傷を負ラおそれびあります。 

♦エンジンび かかっているとをは、手や着巧をフアンやベルトからはなしてくだ 
さい。 

♦エンジン および ラジエーターび 熱いラち はラジエーター キャップを開けない 
でください。 

高温の蒸気や;令却水び圧力によって噴を出し、やけどなどの重傷を負ラおそれ 
びあ0ます。 


ま意 

■ を却水を入れるとをのま意 

エンジンび十分に;令えてから入れてください。 

を却水はゆっくり入れてください。 

エンジンび熱いとさに急に;令たい;令却水を入れると、エンジンび損傷するおそ 
れび友 D ます。 
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5-2. 緊急時の対処法 

スタックしたとをは 


めかるみや砂地、雪道などでタイヤび空転したり埋まり&んで動けな 
くなったときは、次の方法を試みてください。 

11111エンジンを停止ずる 

バーキングブレーキをかけシフトレバーをオートマチック車は P 、 マ 
ニユアル車は N にしてください。 

固圆互タイヤ前後の±や雪を取0除< 

111回タイヤの下に木や石などをあてびラ 
111[互エンジンを再始動ずる 

m 互オートマチック車は、シフトレバーを D または R に確実にい 
れ、ま意しなびらアクセルペダルを、マニュアル車は、シフ 
トレバーを]速または R に確実にいれ、注意しなび日アクセ 
ルペダルとクラッチペダルを操作ずる 


A 警告 
■脱出ず るとさは 

前進と後退を繰り返してスタックから脱出する場合、他の車、ちのまたは人と 
の衝突を避けるため周囲に何ちないことを確認してください。 

スタックから脱出するとを、車び前ちまたは後ちに飛び出すおそれびあります 
ので、特にま意してください。 

■シフ ト レバーを操作ずるときは 

オートマチック車は、アクセルペダルを踏み込んだまま操作しないよラに気を 
付けて < ださい。 

車び急発進し、思わめ事故につなびるおそれびありを険です。 


トラブルび起さたら 















5-2. 緊急時の対処法 



A ま意 

■ トランスミッションやその他の部品への損傷を避けるために 

♦タイヤび 空転するのを避け、エンジンを空ぶかししないでください。 
♦上記の 方法で脱出でをなかった場合、けん引による救援び必要です。 
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5-2. 緊急時の対処法 

車両を緊急停止するには 


万一、車び止ま5な<なったとさの非常時のみ、ムソ下の手順で車両を 
停止させて < ださい。 

iiim ブレーキペダルを両足でしっかりと踏み続ける 

ブレーキペダルを繰り返し踏まないでください。通常より強い力び必要 
となり、制動距離ち長くなります。 


iM 互シフトレバーを N に入れる 

► シフトレバーび N に入った場合 
固画互減速後、車を安全な道路脇に停める 
1111互エンジンを停止ずる 

► シフトレバーび N に入日ない場合 

固画互ブレーキペダルを両足で踏み続け、巧能な限り減速させる 



エンジンスイツチを" AC 巳"に 
して、エンジンを停止ずる 


MM 51車を安全な道路協に停める 


A 警告 

■走行 中にやむを得ずエンジンを切るときは 

♦ブ レーキの効きが悪くなり八ンドルが重くなるため、車のコント□-ルがしに 
くくなり危険です。エンジンを切る前に、十分に減速するようにしてください。 

♦キーを 抜<と八ンドルが□ックされるため、キーは飽対に抜かないで<ださ 
い。 
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トラブルび起さたら 























5-2. 緊急時の対処法 
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車両仕様 6 


6-1. 仕様一覧 

メンテナンス データ 
(油脂類の容量と銘柄） ...... 236 
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6-1 .仕様一覧 

メンテナンスデータ（油)!目類の容量と銘柄） 


使用ずるオイルの品質により、自動車の寿命は著しく左ちされまず。 
トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル•液類似下、 r 指定鈴 
柄 J といいまず）のご使用をおずずめしまず。指定銘柄に(外を使用さ 
れる場合は、指定銘柄にホ目当ずる品質のちのをご使巧ください。 




指定燃料 

容量 [ L ] (参考値） 

LP 才ートガス※！※2 

94《3 


1燃料をま P システム非装着車は、プ□バン率（燃料のプ□バン割合）を期： 70%しソ 
下、夏期： 30% UrF のオートガスを補給してください。 

2燃料をま P システム装着車は、プ□バン率（燃料のプ□バン割合）100%のオートガ 
スを使用でをます。 

3なを基準により、タンク容量の85%び最大充てん量となります。 
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6-1 .仕様一! 


I エンジンオイル 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値**^ 1) 

オイルのみ 
交換 

オイルとオイル 
フィルター交換 

トヨタキヤツスルモーターオイル SNOW - 

20ぷ2 

—API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 0 W -20 

トヨタキヤツスルモーターオイル SN 己 W - 

20 

—A 円 SN ， RC /1 LSAC GF - 己， 

SAE 己 W -20 

トヨタキヤツスルモーターオイル SN 己 W - 

30 

—API SN , RC/ILSAC 白 F - 己， 

SAE 己 W - 吕〇 

トヨタキヤツスルモーターオイル SN 

1 0 W -30 

—API SN , RC/ILSAC GF - 己， 

SAE 1 OW -30 

己.2 

己.7 


^1エンジンオイルの容量は交換する際の目まです。オイル量の確認は、エンジンを暖 
機後に停止し、已分しソ上経過してか6レベルゲージで行ってください。 


^2 oW -20 は、新車時に充慎されており、上記表の銘柄の中では、最も省燃費性に優 
れるオイルです。 


車両仕様 
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■推奨エンジンオイル 

API 規格 SN / RC 、 SM / EC か、 ILSAC 規格合格油をおずずめしま 
す。なお、 ILSAC 規格合格油の宙には ILSAC CERTIF に ATION (イ 
ルサツクサーテイフィケーシヨン）マークび付いていまず。 



n API マーク 

曰 ILSAC CERTI 円 CATION マーク 


■ エンジンオイル推奨粘度 

下記表に基づを、外気温に適した粘度のちのをご使用 < ださい。 



外気温似 


&0 W -20 は、新車時に充慎されており、上図の中では、最ち省燃費性に優れるオイ 
ルです。 

オイル粘度について（例として 0 W -20 で説明しまず）： 

• 0 W -20 の 0 W は、な温時のエンジン始動特性をおしていまず。 W の前 
の数値びルさいほどを場や寒を時のエンジン始動び容易になりまず。 

• 0 W -20 の20は、高温時の粘度特性をおしていまず。 

粘度の高い（数値び大さい）オイルは、高速または重負荷走行に適し 
ています。 
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6-1 .仕様一! 


□知識 

■工具袋に付属の ビニールホースに ついて 

エンジンオイルフィルターを交換する際 
は、工具袋に付属のビニールホースを使用 
してください。 UP . 210) 

エンジンオイル.フィルターの交換につ 
いてはトヨタ販売店にご相談ください。 


A 汪意 

■工具 袋に付属の ビニールホースに ついて 

♦エンジン オイルフィルター交換時は、ホースから排出されるエンジンオイルび 
受け皿に落ちるよラにしてください。 

♦ホースを 使用したあとは、耐油性のある袋などに入れてから、工具袋に収納し 
て<ださい。オイルびちれ、お車びちれる可能性びあります。 
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6-1 .仕様一! 


I ラジェ—夕 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正スーパー□ングライフクーラント 
凍結保証温度 
濃度已び施 - 3已て： 

7.8 


I 才ートマチックトランスミッション 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正オートフルードタイプ T - IV 

7.2 


交換びお要な際はトヨタ販売店にご相談ください。 


I マニュアルトランスミッション 


指定銘柄（推奨粘度） 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正 MG ギヤオイルスペシャル n 
(API GL -3 SAE 75 W -90) 

2.6 


I デイファレンシャル 


指定銘柄（推奨粘度） 

LSD 

容量 [ L ] 

慘考値） 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル SX 
(API GL - 己 SAE 85 W -90) 

LSD 非装着車 

1.2 己 

トヨタ純正八イポイドギヤオイル LSD 
(API 白 L - 己 SAE 85 W -90) 

LSD 装着車 

1.2 己 
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6-1 .仕様一! 


[パワーステアリング 


指定銘柄 

容量 [ L ] (参考値） 

トヨタ純正パワーステア1」ングフルード 

0.8 


f ブレーキ 

■ ブレーキフルード 


指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード2已〇 0 H 


■ ブレーキペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

1〜6 

踏み込んだとをの床板とのすを間* 

7已じ1上 


&エンジン回転時に490 N (已〇 kgf ) の踏力をかけたとさの巧板とのすを間の最ル値 

■パーキングブレーキ 


項目 

基準値（回数） 

引をしろ 

操作力196 N に0 kgf ) のときのノッチ*数 

己〜8 


^ ノッチとは、バーキングブレーキをかけるとさの節度（"カチッ"という音）のこと 
です。 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 


[クラッチペダル 

■ クラッチフルード 

指定銘柄 

トヨタ純正ブレーキフルード 2500 H 


■クラッチペダル 


項目 

基準値 [ mm ] 

遊び 

己〜1己 

切れたとさの床板とのすを間’^ 

2己け上 


&クラッチび切れた位置からクラッチペダルを床いっぱいまで踏み込んだ位置までの動 
き量 


I ウオッシャー 


容量 [ L ] (参考値) 
2.5 


(タイヤ 


タイヤサイズ 

タイヤが冷えているとさの 
空気圧 kPa ( k 邑 / cm 2 ) 

19己/巨己 R 1 己 91 S 

220 (2.2) 
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1電球（バルで 


電球 

W (ワット）数 


へッドライト（バルブタイプ： H4) 

60/己己 


車幅灯 

己 


フォグライト* (バルブタイプ： H3) 

己己 


フ□ントち向指示兼非常点滅灯 

21 

車外 

サイドち向指示兼非常点滅灯 

己 

U ヤち向指示兼非常点滅な 

21 


制動灯/尾灯 

21/5 


後退な 

21 


八イマウントストップライト 

LE が 


番号な 

己 


インテ U アライト 

8 


曰報灯 

8 

車内 

トランクライト 

3.8 


ドアカーテシライト 

3 


グローブボックスライト* 

1.2 


^ に D は丄 ight Emitting Diodes (発光ダイオード)の略で、半導体発光電モ素モです。 


[車両仕様 


型式 

エンジン 

駆動方式 

TSS1 1 

1 TR-FPE 

FR (後輪駆動） 


:車両型式などで異なる装備やオプシヨン装備 


6-1 .仕様一 


車両仕様 
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6-1 .仕様一! 



さ < いん 


略語一覧 . 24巨 

五十音順さくいん . 247 

症状別さくいん . 2已巳 


24已 






略語一覧 

アルフアベツト略語一覽 


アルフアベツト略語 

カタカナ表記 

A 巨 S 

アンチロックブレーキシステム 

ACC 

アクセサリー 

ECO 

エコノ =— /エコロジー 

ECU 

エレクト U ックコント□—ルユニット 

EDR 

イベントデータレコーダー 

INT 

インター S ッテント 

LED 

ライトエ5ッティングダイオード 

LSD 

U ミテッドス U ップディファレンシャル 

0/D 

オーバードライブ 

SRS 

ヴプ U メンタルレストレイントシステム 


246 















五十音順さ < いん 

五十音順を<いん 


アームレスト . 1已2 

アウターミラー 

調整 ........39 

S ラーヒーター . 134 

アンチ□ックブレーキ 

システム . 118 

アイドルストップ 

アイドルストップシステム.…曰2 
アイドルストップ 

表示打 .77. 1 11 

時間表示 . 1071108,109 

アクセヴリーソケット . 1已1 

の イグニッシヨンスイッチ . 8曰 

イベントデータレコーター . 202 

インジケーター . 110 

インテ U アライト 

W 数 . 243 

スイッチ . 141 

インナーミラー . 38 

曰 ウインカー 

W 数 . 243 

スイッチ . 102 

電球の交換 .176. 177,178 

ウィンドウ 

ウオッシャー . 116 

パワーウィンドウ . 41 

U ヤウィンドウ 

デフオッガー . 134 

ウインドウ□ックスイッチ . 42 

ウオーニングライト . 110 

ウオツシヤー 

ミ夜の補給 . 190 

スイッチ . 116 


運転 

環境に配慮した運転 . 77 

寒;令時の運転 . 122 

正しい姿勢.………… . .51 

手順 . 74 

運転席シートベルト 
非着用警告阿 . 206 

la ： L ァコン 

フィルターの清掃、交換 ........ 191 

マニュアルエアコン . 128 

ェァバッグ 

SRS エアノ （ ック‘ . 已3 

一般的な警告…. .......................... 已目 

改造-廃棄について ... ..57 

警告好..… ..... 2日已 

作動条件 ..............54 

正しい姿勢..…………………… ........51 

配置.………………… . .53 

エンジン 

イグニッションスイッチ . 8已 

エンジン回転計 . 106 

エンジンびかからない . 22日 

エンジンスイッチ . 8已 

才一 J V —ヒート . 229 

わ、け方 . 8已 

警告灯 . 2日已 

ボンネット . 166 

エンジンオイル 

冬の前の準備-点検….. . 122 

油圧警告灯........ . 204 

容量. .. 237 

エンジンスイッチ . 85 


タンク容量 . 242 

冬の前の準備-点検 . 122 
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五十音順さ < いん 


因 


オイル 


因 

ガソ IJ ンスタンドでの情報 ..... 

....260 

油脂類の容量と銘柄 . 

23 色 

ガレージジャッキ . 

....169 

応急用タイヤ（スペアタイヤ） 


日 



空気圧 . 

242 

キー 


取り出し方 . 

211 

イグ—ッションスイッチ... 

… 8 已 

オーディオ 



エンジンスイッチ . 

… 8 已 

オーディオ . 

13已 


キーナンパ’一.… . 

……. 22 

mm . 

139 


キーの構成 . 

……. 22 

ラジオ . 

137 


キーを無くした . 

… .222 

オートマチックトランスミッション 


緊急時の対処 


オーバードライブスイッチ… 

…白 8 


エンジンびかからない ....... 

....220 

オート 7 チックトランス 



オーバーヒートした . 

....229 

=ッシヨン . 

…白 7 


キーを無くした . 

....222 

シフトレバーび 



警告好びついた . 

....204 

シフトでさない . 

221 


けん引..………… . 

....199 

才ーパ’ーヒート（エンジン） ....... 

22 曰 


故障したとさは . 

....194 

オープナー 



車両を緊急停止する . 

....233 

トランク……. . 

...26 


シフトレバーび 


補給 □. 

...44 


シフトでさない . 

....221 

ボンネット .. 

1色色 


スタックした . 

....231 

お子さまの安全のために 



発炎筒 . 

....197 

ウインドウ□ックスイッチ... 

...42 


バッテ U —びあびった ....... 

....223 

お子さまのシー ト ベル ト 着用 
お子さまを乗せるとさの 

...34 

B 

パンクした . 

....210 

警告 . 2 己， 27 

空気圧（タイヤ） . 

....242 

シートベルトに関する警吉 ... 

...3 曰 

空調 （エアコン） 


チャイルドシート . 

...68 


フィルターの清掃、交換... 

… .1 白] 

チャイルドシートの固定 ....... 

...68 


マー ユア ルエアコン..… ...... 

....128 

チャイルドプ□テクター ....... 

...24 


区間距離計 . 10 ス 108 

トランクに関する警告 .. 

...27 


量り取り 


発炎筒の取り扱いに 



フ□ントガラス…… . 

.. 130 

関する警告 ........................... 

] 白8 


=ラーヒーター ... 

....134 

バッテ U —に関する警告 ....... 

227 


U ヤウインドウ 


パワーウインドウに 



デフ ォッ ガー . 

....134 

関する警告 . 

...42 


グ□ーブボックス . 

....144 

オドメーター . 1 □ス 108 





248 


























































五十音順さ < いん 


|9警音器 . 10曰 

計器 

メータ ー..... 106,108 

警告灯*表示灯による警告 

ABS &ブレーキアシスト ...... 205 

LPG . 207 

SRS 王ァバッヴ . .................... 20己 

エンジン . 2日已 

シートベルト非着用 . 206 

充電 . 204 

燃料残量 . 206 

半ド'ア . 20色 

プリテンシヨナー . 2日曰 

ブレーキ . 204 

油圧 . 204 

U ヤライト異常 . 20已 

警告ブザー 

シートベ J レト身民着用 . 20色 

パーキングブレーキ 

未解除走行時 ... 204 

ブレーキ . 204 

U ノ（ース .. 白9 

化粧用ミラー . 148 

けん引 . 199 

曰交換 

エアコンフイルター . 191 

タイヤ.. .. . ... 210 

電球 . 171 

ヒューズ ... 183 

工具 . 210 

光軸調整ダイヤル . 114 

後退灯 

W 数 . 243 

電球の交換 . 178 

子供専巧シート . 已8 

固縛用フック . 201 


コンソールボックス . 14已 

H サイドち向指示灯 

W 数 . 243 

スイッチ ... 102 

電球の交換 . 177 

サービスコネクター .] 曰已 

サンバイヴー . 147 

H シ-卜 

シートの調整 . 29 

シートの調整に関する警告 ....... 29 

正しい姿勢 . 已] 

チャイルドシートの固定 . 68 

ヘッドレスト.………………… ........30 

シー トベルト 

おモさまの着用 ..............34 

格納のしかた ..............32 

緊急時シートベルト 

固定機構 ...................................33 

シートベルト 

プ I 」テンシヨナー . 33 

清掃•手入れ . 161 

高さの調整 . 32 

正しい着用 . 32 

チャイルドシートの固定 . 68 

妊娠中の方の着用 ....33 

非着用警告好..….... . 206 

プ U テンシヨナー警告丹 ........ 2日已 

室内灯 

W 数.. . 243 

スイッチ . 141 
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五十音順さ < いん 


シフト レバー 

オートマチックトランス 


ニツンヨン..…….………… . 97 

シフトレバーび 

シフトでさない.………… ....... 221 

マニュアルトランス 
ミッシヨン .. 100 

シフト□ックシステム . 221 

車速 

スピードメーター ........ 106,108 

ジャッキ 

ガレージジャッキ . 16白 

車載ジャッキ . 210 

ジャッキ八ンドル . 210 

車幅灯 

W 数. . . ... 243 

スイッチ . 113 

電球の交換 . 17已 

車両型式 . 243 

車両仕様 . 236 

収納装備 . 143 

手動光軸調整ダイヤル . 114 


助手席シートアンタートレイ ..... 146 

曰 Stop & Start システム 
アイドルストップ 

表示打 . 92. 111 

時間表示.…………107,108,109 

操作について . 92 

水温計 . 107,109 


スイッチ 

了ウターミラー ....39 

イグニッシヨン..………… . 8已 

インテ U アライト ... 141 

ウインドウ□ック ... 42 

エンジン. ... 8已 

ドァ□ック .. 23 

曰報灯 . 142 

八ヴードライト . 196 

パワーウィンドウ . 41 

非常点滅灯 . 196 

フォグライト . 11已 

ラィト . 113 

U ャウインドウ 

デフォッガー . 134 

ワィパーら 

ウオツシャー . 116 

スターター 

エンジンの始動 . 86 

スターターびまわ5ない ........ 22日 

スタック 

スタックした . 231 

ステアリングホイール 
ステア U ング□ックを 

解除する . 89 

調整 . 37 

ストップライト 

W 数 . 243 

電球の交換….. . 178 

U ヤライト異常警告な.. . 2日已 

スピードメーター . 10巨，108 

スペアタイヤ 

空気圧 . 242 

収納場所 . 211 

スペック . 吕3曰 
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五十音順さ < いん 


因清掃 


目 


チェーン.. 


.123 


I 


外装 . 

.] 已8 

チャイルドシート 

シートベルト . 

. 161 

に 0 FIX パーでの固定 . 

内装 . 

. 161 

シートベルトでの固定 . 

清掃用吕入れ . 

. 1已4 


制動灯 


駐車ブレーキ . 

W 数 ... 

. 243 


電球の交換 . 

. 178 P 

ツール . 

リヤライト異常警告灯. 

..........205 


積算距離計 . 106,10ス108 M 

手入れ 

綿 . 

. 1百召 

外装 . 

前照灯 


シートベルト . 

W 数 . 

. 243 

版 . 

光軸調整ダイヤル ........ 

. 114 

テールライト 

スイッチ . 

. 113 

W 数 . 

電球の交換 . 

. 172 

スイッチ ... 



電球の交換 . 

速度計 . 

10色，108 

U ヤライト異常警告な.. . 



デフォッガー 

ターンシグナルライト 


フ□ントガラス..……… . 

W 数 . 

. 243 

=ラーヒーター . 

スイッチ . 

. 102 

U ヤウインドウ 

電球の交換 .176. 177,178 

デフォッガー . 

タイヤ 


電球 

空気圧 . 

. 242 

W 数 . 

交換 . 

. 210 

交換 . 

スペアタイヤ . 

. 210 

点検.部品交換 . 

チ:!:ーン .... 

. 123 


点検… ... 

.] 色3 


パンクした ... 

. 210 


冬用タイヤ……………….. 

. 122 


□ーテーシヨン… . 

. 163 


タコメーター . 

. 106 



..69 


.1 已8 
.161 
.161 

.243 
.1 13 
.178 


.130 

.134 

.134 

.243 

.171 
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五十音順さ < いん 


目ド’ァ 

ドアカーテシライト . 140 

ドアガラス.……………… . 41 

ドアロック……………. . 23 

半ドア警告好 ... 206 

ドアガラス . 41 

時計 . 149 

トランク オープナー . 26 

トランクライト 

W 数 . 243 

作動について . 26 

トリップメーター...10巨，1□ス108 

因荷物 

積むとさのを意 . 120 

トランク.…… . 26 

曰報阿 

W 数.…… . 243 

スイツチ.… ... 142 

[a mm 

ガソ U ンスタンドでの情報.... 260 

残量警告灯 . 206 

種類 . 236 

燃料計 . 4白，109 

補給 . 44 

容量 . 4曰，236 

燃料;令却システム 

LPG 表示灯.……… . 207 

作動について... . 132 

燃料補給について.… .......47 


巧 パ-キングブレ-キ . 103 

灰皿 . 1已〇 

八イ7ウントストップライト 

W 数 . 243 

八ザードライト 

W 数 . 243 

スイッチ . 196 

電球の交換 . 17目，]77|178 

発炎筒 . 197 

パックアップライト 

W 数 . 243 

電球の交換 . 178 

パッテリー 

バッテ U- あび 0 を 

防ぐた故に..……… . 226 

バッテ U —があびった . 223 

冬の前の準備、点検….. . 122 

バニティミラー . 148 

バルブ 

W 数 . 243 

交換 . 171 

パヮーウィンドウ . 41 

パンク 

パンクした . 210 

番号灯 

W 数 . 243 

スイッチ . 113 

電球の交換 . 180 

八ンドル 

ステア U ング□ックを 

解除する……. . 89 

調整 ... .37 
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五十音順さ < いん 


巧 卜夕- 

7ニユアルエアコン . 128 

S ラーヒータ ー......... 134 

非常点滅灯 

W 数.…… . 243 

スイッチ.… .] 曰目 

電球の交撰 .176. 177,178 

尾な 

W 数 . 243 

スイッチ . 113 

電球の交換 . 178 

リヤライト異常警吉灯 . 205 

ヒユーズ . 183 

表示灯 . 111 

回 フォグライト 

W 数 ... 243 

スイッチ.… .] 1已 

電球の交換 . 173 

フック 

けん引フック ... 199 

固縛用フック…….. . 201 

冬用タイヤ . 122 

ブレーキ 

警告口 . 204 

パーキングブレーキ . 103 

メンテナンスデータ . 241 

ブレーキアシスト . 118 

ブレーキパッドウエア 

インジケーター . 84 

フ□アマット . 1已3 

フ□ントシート 

調整 . 29 

フ□ントシートの調整に 
関する警告 . 29 


フ□ントち向指を灯 

W 数 . 243 

スイッチ ... 102 

電球の交換….. . 176 

H へッドライト 

W 数 . 243 

光軸調整ダイヤル . 114 

スイッチ . 113 

電球の交換 . 172 

ヘッドレスト（フ□ントシート） 

調整 . 30 

巧 ホイール . 163, 242 

方向指示打 

W 数 . 243 

スイッチ . 102 

電球の交換 . 17目，177,178 

ホーン . 10已 

補給□(燃料) . 44 

ボンネット . 16曰 

曰 マニュアルエアコン . 128 

マニュアル 

トランスミッション . 100 

マニュアル 

レべリングシステム . 114 

職 ミラ- 

アウターミラー .. 3日 

インナー S ラー ..38 

J {ニティミラー . 148 

S ラーヒーター ... 134 
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五十音順さ < いん 


囚 



Q 


メーター 

表示切0かえボタン . 

メーター.… . 1日日， 

109 

108 

回 

田 

ルーム S ラー . 

冷却水 

……. 38 

メンテナンス 



mm . 

....240 

メンテナンスデータ.…………. 

23色 


冷却装置 





エンジンオーノ（ーヒート… 

....229 

油脂類 . 

236 

日 

□ック 


ライセンスプレートライト 



ウインドウ□ック . 

……. 42 

W 数 . 

243 


シフト□ックシステム ....... 

....221 

スイッチ . 

113 


チャイルドプ□テクター… 

……. 24 

電球の交換 . 

180 


ドア□ック . 

……. 23 

ラィト 


因 



W 数 . 

243 

ワィパー 


インテ U アライト . 

141 

スイッチ . 

....1 16 

グ□ーブボックスライト. ...... 

144 




室内灯 ... .... 

140 




電球の交換 ... 

171 




ドアカーテシライト . 

140 




トランクライト . 

...26 




日報灯 ... 

142 




八ザードライト . 

] 白色 




非常点滅灯 . 

196 




フォグライト . 

] ]已 




へッドラィト . 

113 




方向指示灯 . 

102 




ラジオ ... 

137 




U ヤウインドウデフォッガー.… 

U ヤ方向指示灯 

134 




w^.... 

243 




スイッチ…. . 

102 




電球の交換 . 

178 
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症状別さくいん 

症が別を<いん 


水温計の針びホいゾーン 
に入った 


エンジンルームか日 

蒸気び立ちのぼった 


タイヤびパンクした > 

P .210 

パンクしたとをは 


エンジンびかからない \ 

P .22 日 

エンジンびかからないとさは 

P .223 

バッテ U —びあびったとさは 


シフト レバーび 動かない \ 

P .221 

シフトレバーびシフ ト でさない 
とさは 




オーバーヒートしたとさは 


キーを 無 < した 



キーを無くしたとさは 


バッテ U —びあびった 



バッテ IJ 一びあびったとさは 


ドアび施錠でさない 



ドア 


めかるみや砂地などで 
動けな<なった 



スタックしたとさは 


警告打び点打-点滅した 



警告打びついたとさは 


吕已已 













































症状別さくいん 


► タコメーター装着車 



►タコメーター非装着車 



■表示なによる警告 


LPG 


LPG 表示な 


P . 207 
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症状別さ < いん 


■警告打一覧 


(©) 

フ レーキ 警告灯 

P. 204 

口 

充電警告な 

P. 204 


油圧警告な 

P. 204 

包 

エンジン警告口 

P. 20己 

か 

SRS エアバッグ/プリテン 
シヨナー警告打 P. 20己 


優)） 

A 目 S& フレーキアシスト 
警告な P. 205 

0 

U ヤライト異常 

'巧' 

警告な P. 205 

を 

半ドア警告な 

P. 20巨 

曲 

燃料残量警告好 

P. 20巨 

み 

運転席シートベルト 

非着巧警告な P. 吕〇曰 


警告音び鳴った 


■警告灯の点な.点滅をご確認ください。（一 P . 204) 


■警告巧び点灯-点滅していないとさ、または車外で警告音び 
鳴ったとさは、なのことをご確認ください。 


お車の状況 

鳴ったとさの状況 

参照ページ 

停ま/駐車中 

ドアを開けたとを 

P. 8白 

走行中 

シフトレバーを R にしたとを 

P. 目目 

ブレーキを踏んだとを 

P. 84 
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ガソリンスタンドでの情報 

燃料補給や交換などの際に必要となる項目をまとめてあります。 




P . 166 


補給 I 


P . 44 



燃料の容量 
(参考値） 

94し※ 1 

燃料の種類 

L 

P 才ートガス※ 2 《 3 

P . 23 E 


タイヤが冷えている 
とをの空気圧 


- 

1目日/日己 R 1 已日 ] S 

刖輪 後輪 

22日に 2) 
kPa ( kg / cm ピ） 





エンジンオイル容量 
(参考値） 

オイルのみ交換時：5.2 L 
オイルとフィルター交換時：己 .7 L 

エンジンオイルの 
種類 

卜3タキヤツスルモーターオイル 

- SN 日 W -2 日 （ A 円 SN 、 RC/ILSAC GF - 已 、 SAE 0 W -20) 

- SN 已 W -2 日 （ A 円 SN 、 RC/ILSAC GF - 已 、 SAE 5 W -20) 

- SN 已 W -3 日 （ A 円 SN 、 RC/ILSAC GF - 已 、 SAE 5 W -30) 

- SN 10 W -3 日 (API SN 、 RC/ILSAC GF - 日 、 SAE 1日 W -3 日） 


1保安基準により、タンク容量の8已％が最大充てん量となります。 

’^3燃料冷却システム非装着車は、プ□パン率（燃料のプ□パン割合） 

冬期： 70%1；|下、夏期： 30%故下のオートガスを補給してください。 

’ X ’3燃料;令却システム装着車は、プ□パン率（燃料のプ□パン割合）100%の 
オートガスを使用でをます。 
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お問い合わせ、ご相談は 
下記へお願いいたしまず。 

トヨタ自動車株式会社お客様相談センター 

全国共通 • フリーコール 

IP0800-700-7700 

オープン時間3日日曰日:0日〜18:日0 

所在地〒4加- 8711 名古屋巿中村区名駅 4 T 目7番1号 

「個人情報保護方針」については、 
http : //測 W . toyota . co . j がこて掲載しております。 


1-3 巧白動軍巧巧会社 

http://toyota.Jp 
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